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懷
感
の
生
没
年
代
村
上
真
瑞
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
を
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
撰
述
者
が
い
か
な
る
時
代
に
生
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
前
後
の
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
思
想
の
成
立
し
て
い
る
根
源
、
基
盤
を
考
察
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
懷
感
の
伝
記
に
基
づ
き
生
没
年
代
を
考
察
し
て
み
た
い
。
先
ず
唐
代
の
貞
元
年
中
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
八
五
〜
八
〇
五
）
の
撰
述
で
あ
る
、
文
諗
、
少
康
共
撰
『
西
方
淨
土
瑞
應旛
傳
』
に
よ
る
と
、
感
法
師
第
十
七
感
法
師
ハ
居
ス
二
長
安
千
福
寺
ニ
一
。
博
ク
通
ズ
二
經
典
ニ
一
。
不
レ
信
ゼ
念
佛
ヲ
一
。
問
テ
二
善
導
和
尚
ニ
一
曰
ク
。
念
佛
之
事
如
何
ナ
ル
門
ヤ
。
答
テ
曰
ク
。
君
能
ク
專
ラ
念
佛
セ
ヨ
。
當ベシ
ニ
二
自
カ
ラ
有
ル
⑨
證
。
又
タ
問
フ
。
頗
ル
見
ル
ヤ
レ
佛
ヲ
否
ヤ
。
師
曰
ク
。
佛
語
何
ゾ
可
ケ
ン
ヤ
レ
疑
フ
哉
。
遂
ニ
三
七
日
入
テ
二
道
場
ニ
一
、
未ズ
ダ
レ
有
ラ
二
其
ノ
應
一
。
自
ラ
恨
ミ
テ
ノ
二
罪
ノ
深
キ
ヲ
一
故
ニ
、
絶
シ
テ
レ
食
ヲ
畢
ラ
ン
ト
ス
レ
命
ヲ
。
師
止
メ
テ
而
不
レ
許
サ
。
三
年
專
ラ
志
シ
。
遂
ニ
得
レ
見
ル
ヲ
二
佛
ノ
金
色
ノ
玉
毫
ヲ
一
。
證
二
得
セ
リ
三
昧
ヲ
一
。
乃
チ
自
ラ
造
リ
二
往
生
決
疑
論
七
巻
ヲ
一
。
臨
終
ニ
佛
迎
ヘ
テ
。
合
掌
西
來
シ
或
向
ヒ
テ
レ
西
ニ
卒
ス
。
（
一
）
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
懷
感
が
長
安
の
千
福
寺
に
住
し
て
い
た
こ
と
、
三
昧
発
得
し
た
こ
と
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
を
撰
述
し
た
こ
と
な
ど
が
明
確
に
表
さ
れ
て
い
る
。
懷
感
の
生
没
年
代
六
一
次
に
（
Ａ
．
Ｄ
.
九
八
二
か
ら
Ａ
．
Ｄ
.
九
八
八
）
年
の
成
立
で
あ
る
、
賛
寧
撰
述
『
宋
高
僧
傳
』
巻
第
六
に
よ
る
と
、
唐
京
師
千
福
寺
懷
感
傳
釋
懷
感
。
不
レ
知
ラ
二
何
許
人
カ
ヲ
一
也
。
秉ひよう
二
持じ
シ
テ
（
二
）
強
キ
捍ゆごて
ヲ
（
三
）
一
精
苦
（
四
）
シ
テ
從
ヘ
ド
モ
レ
師
ニ
。
義
不
二
入
神
セ
一
（
五
）
未ズ
ダ
二
以
テ
爲
サ
⑨
得
ル
ヲ
。
四
方
ノ
同
好
（
六
）
就な
ス
二
霧
市
ヲ
一
焉
。
唯
ダ
不
レ
信
ゼ
三
念
佛
少
時
ノ
逕
ニ
シ
テ
生
ズ
ル
ヲ
二
安
養
ニ
一
。
疑
氷
未ず
ダ
レ
冸と
ケ
（
七
）
遂
ニ
謁まみえ
テ
二
善
導
ニ
一
用もつ
テ
決
ス
二
猶
豫
ヲ
（
八
）
一
。
導
曰
ク
。
子
傳
ヘ
レ
教
ヲ
度
ス
ニ
レ
人
ヲ
。
爲
ン
二
信
ノ
後
チ
ニ
講
ズ
ト
ヤ
一
爲
ン
二
渺
茫
ト
シ
テ
（
九
）
無
シ
ト
ヤ
⑨
詣いた
ル
（
一
〇
）
。
感
曰
ク
。
諸
佛
ノ
誠
言
不
レ
信
ゼ
不
レ
講
ゼ
。
導
曰
ク
。
若
シ
如
ク
バ
二
所
見
ノ
一
令
メ
ヨ
二
念
佛
往
生
セ
一
。
豈
ニ
是
レ
魔
説
ナ
リ
ヤ
耶
。
子
若
シ
信
ゼ
バ
レ
之
ヲ
至
心
ニ
念
佛
シ
テ
當ベシ
ニ
レ
有
ル
二
證
驗
一
。
乃
チ
入
リ
テ
二
道
場
ニ
一
三
七
日
不
レ
覩
二
靈
瑞
ヲ
一
。
感
自
カ
ラ
恨
ミ
テ
二
罪
障
ノ
深
キ
ヲ
一
。
欲
ス
二
絶
テ
レ
食
ヲ
畢
ン
ト
⑨
命
ヲ
。
導
不
レ
許
サ
。
遂
ニ
令
メ
テ
二
精
虔
ニ
シ
テ
（
一
一
）
三
年
念
ジ
⑨
佛
ヲ
。
後
忽
チ
感
ズ
二
靈
瑞
ヲ
一
。
見
テ
二
金
色
ノ
玉
毫
ヲ
一
便
チ
證
ス
二
念
佛
三
昧
ヲ
一
。
悲ひ
三
恨こん
ス
宿
垢
ノ
業
重
ク
妄みだり
ニ
シ
テ
搆かま
フ
ヲ
（
一
二
）
二
衆
愆けん
ヲ
（
一
三
）
一
懺
悔
發
露
シ
テ
。
乃
チ
述
ス
二
決
疑
論
七
巻
ヲ
一
。
即
チ
群
疑
論
是
ナ
リ
也
臨
ミ
レ
終
ニ
果
有
リ
テ
二
化
佛
一
來
迎
ス
。
合
掌
シ
テ
面
シ
テ
レ
西
ニ
而
チ
往
ク
矣
。
（
一
四
）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
述
の
『
往
生
西
方
淨
土
瑞
應旛
傳
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で
あ
り
、
若
干
説
明
が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
古
い
成
立
の
『
往
生
西
方
淨
土
瑞
應旛
傳
』
が
、『
宋
高
僧
傳
』
撰
述
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
に
新
し
い
資
料
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
南
宋
咸
淳
五
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
一
二
六
九
）
撰
述
の
志
盤
の
『
佛
祖
統
記
』
に
よ
る
と
懷
感
。
居
ス
二
長
安
千
福
寺
ニ
一
念
佛
三
年
。
見
テ
二
佛
ノ
金
色
ノ
玉
毫
ヲ
一
。
得
レ
入
ル
ヲ
二
三
昧
ニ
一
。
乃
チ
製
ス
二
決
疑
論
七
巻
ヲ
一
。
臨
終
ニ
見
テ
二
佛
ノ
來
迎
ヲ
一
。
合
掌
シ
テ
而
化
ス
。
（
一
五
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
『
往
生
西
方
淨
土
瑞
應旛
傳
』
等
の
系
列
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
明
萬
暦
十
二
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
一
五
八
四
）
撰
述
、
袾
宏
の
『
往
生
集
』
巻
第
一
に
よ
る
と
共
生
文
化
研
究
第
五
号
六
二
懷
感唐
ノ
懷
感
。
居
ス
二
長
安
千
福
寺
ニ
一
。
入
リ
テ
二
念
佛
道
場
ニ
一
。
三
七
日
不
レ
覩
二
靈
瑞
ヲ
一
。
自
カ
ラ
恨
ミ
テ
二
障
深
キ
ヲ
一
。
欲
ス
二
絶
チ
テ
レ
食
ヲ
畢
ラ
ン
ト
⑨
命
ヲ
。
善
導
大
師
不
レ
許
サ
。
勸
ム
ル
ニ
令
ム
二
精
虔
三
載
セ
一
感
如
ク
ス
レ
所
ノ
レ
教
フ
ル
。
後
ニ
見
テ
二
佛
ノ
金
色
ノ
玉
毫
ヲ
一
。
得
二
念
佛
三
昧
ヲ
一
。
製
ス
二
決
疑
論
七
巻
ヲ
一
。
臨
終
ニ
合
掌
シ
テ
云
ク
。
佛
來
二
迎
ス
我
ヲ
一
。
遂
ニ
卒
ス
。
（
一
六
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
『
往
生
西
方
淨
土
瑞
應旛
傳
』
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
資
料
か
ら
は
、
懷
感
の
出
生
地
、
年
齢
、
没
年
等
は
一
切
わ
か
ら
な
い
。『
淨
土
宗
經
論
章
疏
録
』
巻
上
に
は
、
懷
感
禅
師
唐
景
龍
二
申
年
六
月
三
十
日
寂
（
一
七
）
と
さ
れ
て
い
る
。
唐
景
龍
二
年
と
は
、
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
八
年
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
年
で
あ
る
と
い
う
他
の
資
料
に
よ
る
根
拠
は
残
念
な
が
ら
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
智
演
（
澄
圓
Ａ
．
Ｄ
.
一
二
九
〇
-一
三
七
一
）
の
『
夢
中
松
風
論
』
巻
第
三
に
よ
る
と
懷
感
法
師
ハ
玄
契
三
藏
門
人
。
達
者
七
十
二
人
ノ
其
一
ツ
也
。
瑜
伽
唯
識
ノ
門
ニ
長
ジ
。
五
法
三
性
ノ
極
談
ニ
達
セ
リ
。
シ
カ
ア
ル
ニ
。
後
ニ
光
明
大
師
ニ
値
ヒ
奉
リ
テ
。
稟
-二
承
淨
土
教
一
。
三
ヶ
年
ノ
間
念
佛
シ
テ
。
忽
ニ
靈
瑞
ヲ
感
ジ
。
金
色
ノ
玉
毫
ヲ
見
テ
。
念
佛
三
昧
ヲ
證
シ
給
ヘ
リ
。
（
一
八
）
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
玄
奘
の
達
者
七
二
人
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
他
の
資
料
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
塚
本
善
隆
博
士
の
説
（
一
九
）
に
よ
る
と
、『
金
石
萃
編
』
第
八
六
に
納
め
ら
れ
て
い
る
「
大
唐
実
際
寺
故
寺
主
懷
惲
奉
勅
贈
隆
闡
大
法
師
碑
銘
」
（
二
〇
）
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
文
つ
い
て
は
す
で
に
牧
田
諦
亮
博
士
が
『
淨
土
佛
教
の
思
想
』
五
・
善
導
（
二
一
）
に
お
い
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
ご
教
示
い
た
だ
く
こ
と
が
は
な
は
だ
多
く
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
牧
田
博
士
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
懷
感
の
生
没
年
代
六
三
隆
闡
法
師
ノ
碑
大
唐
實
際
寺
故
寺
主
懷
惲
奉
勑
シ
テ
贈
ラ
レ
シ
二
隆
闡
大
法
師
ヲ
一
碑
銘
竝
ビ
ニ
序
、
懷
惲
及
ブ
レ
書
ス
ニ
・
・
・（
上
略
）
法
師
、
諱
ハ
懷
惲
俗
ハ
張
姓
南
陽
ノ
人
ナ
リ
也
・
・
・（
中
略
）（
高
宗
ハ
）
總
章
元
載
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
六
八
）
夢
ニ
覩
テ
二
法
師
ヲ
一
、
條
二
降
シ
テ
二
綸
言
ヲ
一
遠
ケ
テ
レ
令
ヲ
虔
ン
デ
辟
ク
。
於
テ
レ
是
ニ
臨
ミ
二
丹
檻
ニ
一
邇
ヅ
ケ
二
青
蒲
ヲ
一
、
廣
ク
獻
ジ
テ
二
眞
誠
ヲ
一
特
リ
蒙
ル
二
褒
讃
ヲ
一
。
帝
ハ
乃
チ
親
シ
ク
授
ケ
二
朱
⑯ふつ
ヲ
一
令
ム
レ
處お
カ
二
鳳
池
ノ
之
榮
ニ
一
。
師
乃
チ
固
ク
請
イ
二
緇し
衣
ヲ
一
願
ヒ
レ
託
ス
ル
ヲ
二
鸚
林
之
地
ニ
一
、
奉
勅
シ
テ
於
テ
二
西
明
ニ
一
剃
落
ス
。
・
・
・
時
ニ
有
リ
二
親
證
三
昧
大
徳
善
導
闍
梨
一
。
慈
樹
森
疎
シ
悲
花
照
灼
ス
。
情
ノ
袪
キ
二
□
漏
ヲ
一
擁
シ
テ
二
藤
井
ヲ
於
蓮
臺
ニ
一
叡
化
無
涯
ナ
リ
。
駈
セ
ル
二
鐵
圍
ニ
一
於
テ
二
寶
國
ニ
一
。服
ニ
聞
キ
二
盛
烈
ヲ
一
、
雅モトヨ
リ
締
ビ
二
師
資
ヲ
一
、祈
リ
二
解
脱
ノ
規
ヲ
一
、發
ス
ヲ
二
菩
提
ヲ
一
願
フ
。
一
タ
ビ
承
テ
二
妙
旨
ヲ
一
十
有
餘
齢
ナ
リ
。
祕
偈
、
眞
乘
親
シ
ク
蒙
ル
二
付
屬
ヲ
一
。
自
カ
ラ
惟
ヒ
二
薄
祐
は
く
ゆ
う
ナ
ル
ヲ
一
、
師
資
早
ク
喪
ブ
。
想
フ
コ
ト
レ
遺
ヲ
烈はげ
シ
。
而
シ
テ
崩やぶ
レ
レ
心
、
顧
ミ
テ
二
餘
恩
ヲ
一
而
雨
ラ
シ
レ
面
ニ
、
爰ここ
ニ
思
ヒ
レ
宅
ヲ
、臍 き
ゅ
う
式しき
建
ツ
二
墳ふん
塋えい
ヲ
一
。
遂
ニ
於
テ
二
鳳
城
ノ
南
神
和
原
ニ
一
。
崇
ク
ス
二
靈
塔
ヲ
一
也
。
其
ノ
地
、
前
ハ
終
峯
ノ
之
南
鎮
、
後
ハ
帝
城
ノ
之
北
里
ナ
リ
。
・
・
・
於
テ
二
塔
ノ
側
ニ
一
廣
ク
構
フ
二
伽
藍
ヲ
一
。
・
・
・
又
於
テ
二
寺
院
ニ
一
造
ル
二
大
窣
堵
波
塔
ヲ
一
。
周
廻
二
百
歩
、
直
上
一
十
三
級
ナ
リ
。
・
・
・
奉
永
昌
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
八
九
）
勑
ニ
ヨ
リ
徴ちょう
シ
テ
二
法
師
ヲ
一
爲
ス
二
寺
主
ト
一
。
於
テ
レ
是
ニ
綱こう
二
-紀き
シ
僧
徒
ヲ
一
、
規き
二
-摸ぼ
シ
釋
族
ヲ
一
緇
門
し
ん
も
ん
濟
濟
さ
い
さ
い
タ
リ
。
・
・
・
廣
ク
勸
メ
テ
二
有
縁
ヲ
一
、
奉
ジ
テ
爲
ニ
二
九
重
ノ
萬ばん
乘じょう
ニ
四
生
六
趣
ノ
一
造
ル
二
淨
土
堂
ヲ
一
。
一
所
ト
シ
テ
莫
ク
レ
不
ル
コ
ト
二
虬みずち
ノ
棟
凌
セ
⑨
虛
ヲ
。
虹
ノ
梁
ハ
架
リ
廻
ル
二
丹たん
楹よう
ヲ
一
、
赩あか
キ
日
、
青
キ
璅そう
延
ブ
レ
風
ヲ
。
・
・
・
圓
璫
え
ん
と
う
方
鏡
ノ
之
奇
極
メ
二
人
天
ノ
之
巧
妙
ヲ
一
。
又
於
テ
二
堂
内
ニ
一
、
造
リ
二
阿
彌
陀
佛
及
ビ
觀
音
勢
至
ヲ
一
、
又
造
ル
二
織しょく
成せい
像
ヲ
一
。
・
・
・
以
テ
二
大
足
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
一
）
十
月
二
十
二
日
ヲ
一
神
遷
し
ん
せ
ん
ス
。
春
秋
六
十
有
二
ナ
リ
。
・
・
・（
下
略
）
天
寶
二
年
歳
次
癸
未
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
四
三
）
十
二
月
景
寅
朔
十
一
日
景
子
建
ツ
。
初
め
て
の
試
訳
に
際
し
て
註
を
ふ
る
た
め
に
書
き
下
し
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
隆
闡
法
師
の
碑
共
生
文
化
研
究
第
五
号
六
四
大
唐
實
際
寺
故
寺
・
懷
惲
奉
勑
（
二
二
）
し
て
隆
闡
大
法
師
を
贈
ら
れ
し
碑
銘
竝
び
に
序
、
懷
惲
書
す
に
及
ぶ
。
・
・
・（
上
略
）（
隆
闡
）
法
師
、
諱
は
懷
惲
、
俗
は
張
姓
、
南
陽
人
な
り
。
・
・
・（
中
略
）（
高
宗
は
）
總
章
元
載
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
六
八
）
夢
に
法
師
を
覩
て
倐
に
綸
言
（
二
三
）
を
降
（
二
四
）
し
て
令
を
遠
ざ
け
て
（
命
令
す
る
こ
と
を
避
け
て
）
虔
（
つ
つ
し
）
ん
で
辟
（
ま
ね
）
く
（
二
五
）
是
に
於
て
（
法
師
は
）
丹
檻
（
二
六
）
に
臨
み
青
蒲
（
二
七
）
を
邇
（
ち
か
）
づ
け
廣
く
眞
誠
を
獻
じ
て
（
二
八
）
特
り
裒
（
二
九
）
讃
（
お
褒
め
の
言
葉
を
）
を
蒙
る
。
帝
乃
ち
親
し
く
朱
⑯
（
ふ
つ
）
（
三
〇
）
を
授
け
鳳
池
（
三
一
）
の
榮
に
處
（
お
か
）
し
む
。
師
乃
ち
固
く
緇
（
し
）
衣
を
（
三
二
）
請
い
鸚
林
（
三
三
）
の
地
に
託
す
る
を
願
い
、
奉
勑
し
て
西
明
（
寺
）
に
於
て
剃
落
す
・
・
・
時
に
親
證
三
昧
（
三
四
）
大
徳
・
善
導
闍
梨
（
三
五
）
有
り
。
慈
樹
（
三
六
）
森
疎
し
（
た
か
く
し
げ
り
三
七
）、
悲
花
（
三
八
）
照
灼
（
三
九
）
す
。
情
の
□
＝
有
漏
を
祛
（
四
〇
）
（
の
ぞ
）
き
。
藤
（
四
一
）
井
（
四
二
）
を
蓮
臺
に
擁
（
四
三
）
し
て
叡
（
四
四
）
化
無
涯
（
四
五
）
な
り
。是
圍
（
四
六
）
、
寶
國
（
四
七
）
に
駈
せ
る
。服
に
盛
烈
（
四
八
）
を
聞
き
、
雅
（
も
と
よ
り
）
（
四
九
）
師
資
（
五
〇
）
を
締
び
（
五
一
）
解
脱
の
規
（
の
り
）
を
祈
り
菩
提
の
願
を
發
す
。
一
た
び
妙
旨
（
五
二
）
を
承（
う
け
）て
（
五
三
）
十
有
餘
齢
な
り
。
祕
偈
、眞
乘
（
五
四
）
親
し
く
付
屬
を
蒙
る
。
自
か
ら
薄
祐
（
五
五
）
な
る
を
惟
い
（
五
六
）
。
師
資
早
く
喪
（
ほ
ろ
）
ぶ
。
遺
（
五
七
）
を
想
ふ
こ
と
烈
（
は
げ
）
し
（
五
八
）
而
し
て
心
崩
（
や
ぶ
）
れ
餘
恩
を
顧
み
て
面
に
雨
ら
し
爰
（
こ
こ
）
に
宅
（
す
ま
い
）
を
思
ひ臍
（
丘
五
九
）
式
（
六
〇
）
墳
塋
（
六
一
）
を
建
つ
。
遂
に
（
六
二
）
鳳
城
（
六
三
）
南
神
和
原
に
於
て
。
靈
塔
を
崇
く
す
。
其
の
地
、
前
は
終
峯
の
南
鎮
（
六
四
）
、
後
は
帝
城
の
北
里
な
り
。
・
・
・
塔
の
側
に
於
て
廣
く
伽
藍
を
構
ふ
・
・
・
又
寺
院
に
お
い
て
大
窣
堵
波
塔
を
造
る
。
周
廻
二
百
歩
、
直
上
一
十
三
級
な
り
。
・
・
・
奉
永
昌
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
八
九
）
勑
（
み
こ
と
の
り
）
に
よ
り
法
師
を
徴
し
て
（
六
五
）
寺
主
と
爲
す
。
こ
こ
に
お
い
て
僧
徒
（
六
六
）
を
綱
紀
（
六
七
）
し
釋
族
（
六
八
）
を
規
摸
（
六
九
）
し
、
緇
（
し
）
門
（
七
〇
）
濟
濟
（
七
一
）
た
り
。
・
・
・
廣
く
有
縁
を
勸
め
て
奉
じ
て
九
重
（
七
二
）
の
萬
乘
（
七
三
）
に
、
四
生
（
七
四
）
六
趣
（
七
五
）
の
爲
に
淨
土
堂
を
造
る
。
一
所
と
し
て
虬
（
七
六
）
の
棟
（
七
七
）
虛
を
凌
（
七
八
）
せ
ざ
る
こ
と
な
く
、
虹
の
梁
は
（
七
九
）
架
（
八
〇
）
り
、
丹
楹
（
八
一
）
を
廻
る
。
赩
（
八
二
）
き
日
、
青
き
璅
（
八
三
）
風
を
延
ぶ
・
・
・
圓
璫
（
八
四
）
方
鏡
の
奇
（
八
五
）
人
天
の
巧
妙
（
八
六
）
を
極
め
、
又
堂
内
に
於
て
阿
彌
陀
佛
及
び
觀
音
懷
感
の
生
没
年
代
六
五
勢
至
を
造
り
、
又
織
成
（
八
七
）
像
を
造
る
・
・
・
大
足
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
一
）
十
月
二
十
二
日
を
以
て
神
遷
（
八
八
）
す
春
秋
（
八
九
）
六
十
有
二
な
り
。
・
・
・（
下
略
）
天
寶
二
年
歳
次
癸
（
み
ず
の
と
）
未
（
ひ
つ
じ
）（
Ａ
．
Ｄ
.
七
四
三
）
十
二
月
景
＝
丙
（
ひ
の
え
）
寅
（
と
ら
）
朔
（
つ
い
た
ち
・
こ
よ
み
）
十
一
日
景
＝
丙
（
ひ
の
え
）
子
（
ね
）
建
つ
。
次
に
現
代
語
の
試
訳
を
あ
げ
て
お
く
。
隆
闡
法
師
の
碑
大
唐
實
際
寺
故
寺
の
（
住
職
）
懷
惲
・
天
子
の
命
を
受
け
て
隆
闡
大
法
師
と
い
う
号
を
贈
ら
れ
る
。（
そ
の
行
業
の
）
碑
銘
な
ら
び
に
序
。
懷
惲
、
書
す
。（
懷
惲
が
死
し
た
こ
と
を
自
分
で
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
こ
の
記
述
は
誤
刻
で
あ
る
。）
・・・（
上
略
）（
隆
闡
）法
師
、諱（
い
み
な
、生
前
の
名
前
）は
懷
惲
、出
家
す
る
前
の
俗
姓
は
張
の
姓
で
あ
り
、南
陽
の
人
で
あ
る
。
・・・
（
中
略
）（
高
宗
は
）
總
章
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
六
八
）
夢
に
（
隆
闡
）
法
師
を
見
て
詔
勅
を
す
み
や
か
に
く
だ
し
て
、
命
令
す
る
こ
と
を
避
け
て
、
謹
ん
で
（
宮
中
に
）
招
い
た
。
こ
の
と
き
に
当
た
っ
て
（
法
師
は
）（
宮
中
の
）
赤
い
敷
居
に
至
っ
て
、
天
子
の
用
い
る
敷
物
を
近
付
け
、
す
べ
て
に
対
し
て
心
の
真
実
を
さ
さ
げ
て
、（
高
宗
か
ら
）
特
に
お
お
く
の
称
讃
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
皇
帝
（
高
宗
）
は
そ
こ
で
、
自
ら
赤
い
宮
中
の
服
を
授
け
て
宮
中
に
住
む
栄
誉
を
与
え
た
。
法
師
は
そ
こ
で
固
く
僧
の
着
る
黒
い
着
物
を
請
い
極
楽
浄
土
の
地
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
願
（
い
宮
中
に
住
む
こ
と
を
固
辞
し
）
た
。
天
子
の
命
を
受
け
て
西
明
（
寺
）
に
お
い
て
剃
落
し
た
。
・
・
・
そ
の
時
、
自
ら
念
佛
三
昧
を
発
得
し
た
大
徳
（
徳
高
き
僧
）
の
善
導
阿
闍
梨
（
弟
子
を
正
し
く
教
え
導
く
高
僧
）
が
い
た
。（
善
導
は
）
慈
し
み
の
大
樹
は
高
く
茂
り
、
思
い
や
り
の
花
が
赤
々
と
燃
え
さ
か
り
、
心
か
ら
煩
惱
を
排
除
し
て
、（
衆
生
の
た
め
に
）
藤
の
（
蔓
が
下
界
へ
降
り
て
い
る
）
井
戸
を
（
極
楽
浄
土
の
）
蓮
華
の
う
て
な
で
抱
い
て
（
衆
生
が
蔓
を
頼
り
に
極
樂
へ
登
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
導
き
）、
奥
深
い
教
化
は
限
り
な
く
、（
そ
れ
は
）
須
彌
山
を
中
心
に
九
山
八
海
が
こ
れ
を
と
り
ま
き
、
そ
の
最
も
外
側
の
鉄
で
で
き
た
山
（
地
獄
が
存
在
す
る
）
共
生
文
化
研
究
第
五
号
六
六
さ
え
も
駆
け
め
ぐ
っ
て
い
る
。
極
楽
浄
土
に
お
い
て
す
で
に
（
多
く
の
衆
生
を
救
済
し
て
）
立
派
な
功
績
を
あ
げ
て
い
る
、（
善
導
と
懷
惲
と
は
）
師
僧
と
弟
子
の
関
係
を
平
素
か
ら
結
ん
で
、
煩
惱
か
ら
解
き
放
た
れ
る
た
め
の
規
則
（
戒
律
）
を
守
れ
る
よ
う
に
祈
り
、
悟
り
を
得
た
い
と
願
う
心
を
お
こ
す
よ
う
に
願
っ
た
。
一
た
び（
善
導
か
ら
）こ
の
上
な
い
教
え
を
押
し
戴
い
て
十
年
以
上
の
歳
月
が
た
っ
て
や
っ
と
、
奥
深
い
秘
密
の
教
え
や
、
真
実
の
教
え
を
（
善
導
）
自
ら
伝
授
さ
れ
た
。
自
ら
師
の
善
導
が
早
く
遷
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
不
幸
な
こ
と
と
思
い
、
遺
さ
れ
た
御
教
え
を
思
い
お
こ
す
こ
と
は
げ
し
い
も
の
が
あ
っ
た
、
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
心
が
や
ぶ
れ
善
導
の
遺
し
て
く
れ
た
恩
を
顧
み
て
、
顔
を
涙
で
ぬ
ら
し
、
こ
こ
に
（
生
前
の
）
住
ま
い
を
思
い
お
こ
し
て
丘
陵
型
の
墳
墓
を
建
立
し
た
。
と
う
と
う
墓
地
は
長
安
の
南
に
お
い
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
神
和
原
（
地
名
）
に
造
ら
れ
、
霊
塔
を
崇
く
祀
り
尊
ん
だ
。
そ
の
地
の
場
所
は
、
前
は
終
峯
の
南
の
場
所
で
、
後
は
皇
帝
の
城
で
あ
る
長
安
の
北
の
居
住
地
で
あ
る
。
・
・
・
塔
の
か
た
わ
ら
に
お
い
て
広
い
伽
藍
を
構
え
た
・
・
・
又
そ
の
寺
院
に
大
き
な
塔
を
造
っ
た
。
周
囲
は
二
百
歩
、
真
上
は
十
三
重
（
の
塔
）
で
あ
る
。
・
・
・
永
昌
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
八
九
）
天
子
の
命
令
に
よ
り
（
隆
闡
）
法
師
を
求
め
て
（
実
際
）
寺
の
住
職
と
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
（
隆
闡
法
師
は
）
僧
た
ち
を
お
さ
め
、（
ま
た
）
佛
門
に
帰
依
し
た
者
た
ち
の
手
本
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
僧
侶
達
も
多
く
集
ま
り
立
派
に
な
っ
た
。
・
・
・
幅
広
く
縁
あ
る
人
び
と
を
勸
め
て
、（
そ
の
志
を
）
う
け
て
、
幾
つ
も
重
な
っ
た
門
を
有
し
た
御
殿
や
、
万
の
乗
り
物
を
そ
ろ
え
た
皇
帝
の
よ
う
に
偉
大
に
な
り
、
迷
い
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
、
六
種
の
迷
い
の
生
物
が
輪
廻
す
る
世
界
を
救
済
す
る
爲
に
淨
土
堂
を
造
っ
た
。
一
所
と
し
て
、
龍
の
よ
う
な
屋
根
の
上
を
横
に
つ
ら
ぬ
い
て
と
お
る
長
い
木
が
虚
空
を
満
た
さ
な
い
こ
と
は
な
く
、虹
の
よ
う
な
は
り
が
架
け
わ
た
さ
れ
、
赤
色
の
太
い
柱
を
巡
っ
て
い
る
。
赤
々
と
輝
く
日
光
（
の
よ
う
で
あ
り
）、
青
い
門
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
飾
り
は
風
を
延
ば
し
て
い
る
。
・
・
・
丸
く
美
し
い
珠
や
、
四
角
の
鏡
の
珍
し
い
飾
り
は
、
人
や
天
の
見
事
な
技
を
極
め
つ
く
し
て
い
る
。
又
堂
内
に
お
い
て
、
阿
彌
陀
佛
及
び
觀
音
勢
至
を
造
り
、
又
織
っ
た
織
物
か
ら
成
る
像
を
造
り
あ
げ
た
。
・
・
・
大
足
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
一
）
十
月
二
十
二
日
を
以
て
（
懷
惲
は
）
死
を
迎
え
た
そ
の
年
齢
は
六
十
二
才
だ
っ
た
。
・
・
・（
下
略
）
懷
感
の
生
没
年
代
六
七
天
寶
二
年
（
十
干
十
二
支
の
）
年
回
り
・
癸
（
み
ず
の
と
）
未
（
ひ
つ
じ
）（
Ａ
．
Ｄ
.
七
四
三
）
十
二
月
景
＝
丙
（
ひ
の
え
）
寅
（
と
ら
）
の
こ
よ
み
（
朔
）
の
十
一
日
景
＝
丙
（
ひ
の
え
）
子
（
ね
）
に
建
立
す
る
。
こ
の
碑
を
読
ん
で
理
解
さ
れ
る
懷
惲
に
関
す
る
年
代
は
、塚
本
善
隆
氏
の
導
き
出
し
た
と
こ
ろ
と
同
じ
く
、懷
惲
が
唐
の
高
宗
総
章
元
年（
Ａ
．
Ｄ
.
六
六
八
）
二
十
九
歳
で
剃
度
出
家
し
て
、
善
導
に
十
有
余
年
師
事
し
大
足
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
一
）
十
月
二
十
二
日
、
六
十
二
歳
で
没
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
前
述
の
『
淨
土
宗
經
論
章
疏
録
』
に
お
い
て
懷
感
が
没
し
た
景
龍
二
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
八
）
よ
り
懷
惲
の
方
が
先
に
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
孟
銑
の
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
序
に
よ
る
と
、
有
リ
二
懷
惲
法
師
ト
云
人
一
、
惲
ト
與
ト
ハ
二
感
師
一
并
ニ
爲
リ
二
導
公
ノ
神
足
一
。
四
禪
倶
ニ
寂
ニ
、
十
勝
齊
ク
高
シ
。
契
悟
ノ
之
深
キ
、
詎
ナ
ン
ゾ
止
タ
ダ
同
ク
遊
ブ
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
二
七
淨
ニ
一
。
縁
習
ノ
之
重
キ
寧
ゾ
唯
ダ
共
ニ
趣
ク
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
二
一
乘
ニ
一
。嘆
歳
易
ク
レ
掩
、
長
年
先
ツ
逝
ク
。
三
門
徒
然
ト
⑩
、
七
衆
同
悲
ム
。
惲
以
ラ
ク
昌
言
ノ
之
書
、
既
ニ
成
レ
リ
二
之
ヲ
於
舊
友
ニ
一
釋
疑
ノ
之
論
、
敢
テ
行
二
之
ヲ
故
人
ニ
一
（
九
〇
）
初
め
て
の
試
訳
に
際
し
て
書
き
下
し
を
あ
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
懷
惲
法
師
と
云
ふ
人
有
り
。
惲
と
感
師
と
は
并
に
導
公
の
神
足
爲
り
。
四
禪
倶
に
寂
に
、
十
勝
（
九
一
）
齊
く
高
し
。
契
悟
（
九
二
）
の
深
き
こ
と
、
な
ん
ぞ
た
だ
同
く
七
淨
（
九
三
）
に
遊
ぶ
の
み
な
ら
ん
や
。
縁
習
（
九
四
）
の
重
き
こ
と
寧
ん
ぞ
唯
だ
共
に
一
乘
に
趣
く
の
み
な
ら
ん
や
。嘆
歳
（
九
五
）
掩
ひ
（
九
六
）
易
く
、
長
年
先
づ
逝
く
。
三
門
徒
然
（
九
七
）
と
し
て
、
七
衆
同
く
悲
む
。
惲
以
ら
く
昌
言
（
九
八
）
の
書
、
既
に
之
を
舊
友
に
成
れ
り
釋
疑
之
論
、
敢
て
之
を
故
人
に
行
ふ
。
次
に
現
代
語
の
試
訳
を
あ
げ
て
お
く
。
懷
惲
法
師
と
い
う
人
が
い
る
。
懷
惲
と
懷
感
師
と
は
ど
ち
ら
も
善
導
大
師
の
す
ぐ
れ
た
弟
子
で
あ
る
。
四
段
階
か
ら
な
る
瞑
想
を
二
人
と
も
心
静
か
に
（
行
じ
）、
十
波
羅
蜜
の
行
は
二
人
と
も
等
し
く
高
い
位
ま
で
の
ぼ
っ
て
い
る
。
道
を
悟
る
こ
と
の
深
い
こ
と
、
ど
う
し
て
た
だ
同
く
さ
と
り
の
智
慧
を
助
け
る
七
種
の
修
行
に
遊
ぶ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
因
縁
の
法
を
学
ぶ
こ
と
の
重
い
共
生
文
化
研
究
第
五
号
六
八
こ
と
は
、
ど
う
し
て
た
だ
一
緒
に
一
乘
（
法
華
経
）
に
趣
く
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
一
年
を
お
い
て
続
い
て
隠
れ
ら
れ
た
、
ま
ず
先
に
歳
の
大
き
い
懷
感
が
往
生
さ
れ
た
。
寺
の
中
で
は
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、
出
家
し
て
い
る
修
行
僧
尼
も
在
家
の
男
女
信
者
も
共
に
悲
し
ん
だ
。
懷
惲
は
以
下
の
こ
と
を
思
っ
た
、
す
ば
ら
し
い
言
葉
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
書
物
・
す
で
に
亡
き
友
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
懷
感
の
）『
釋
疑
之
論
』（『
釋
淨
土
群
疑
論
』）
を
、
思
い
切
っ
て
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
を
故
人
の
た
め
に
完
成
さ
せ
よ
う
と
。
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
歳
の
大
き
い
懷
感
が
先
に
亡
く
な
っ
て
、
一
年
を
お
い
て
懷
惲
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
依
れ
ば
、
前
述
の
隆
闡
法
師
の
碑
文
に
お
い
て
、
懷
惲
は
「
大
足
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
一
）
十
月
二
十
二
日
を
以
て
神
遷
す
春
秋
六
十
有
二
な
り
。」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
大
足
元
年
に
六
十
二
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
年
前
に
懷
感
は
な
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
久
視
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
〇
）
が
懷
感
の
没
年
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
説
は
未
だ
誰
も
述
べ
て
い
な
い
新
説
で
あ
る
の
で
以
下
十
分
検
討
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
、『
大
周
刊
定
衆
經
目
録
』
巻
第
十
五
に
お
い
て
、
天
册
萬
歳
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
九
五
）
十
月
二
十
六
日
付
の
校
經
目
僧
の
中
に
懷
感
の
名
前
が
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
册
萬
歳
元
年
十
月
二
十
六
日
都
檢
校
刊
定
目
録
及
經
眞
偽
佛
授
記
寺
大
徳
僧
明
佺
大
福
光
寺
校
經
目
僧
審
言
校
經
目
僧
懷
琰
校
經
目
僧
慈
訓
懷
感
の
生
没
年
代
六
九
校
經
目
僧
懷
感
（
九
九
）
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
大
周
刊
定
衆
經
目
録
』
の
編
纂
者
明
佺
を
筆
頭
に
校
訂
者
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
大
福
光
寺
校
經
目
僧
の
一
人
と
し
て
、
懷
感
の
名
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
懷
感
が
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
の
選
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
懷
感
は
天
册
萬
歳
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
九
五
）
十
月
二
十
六
日
に
は
生
存
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
資
料
か
ら
考
え
て
も
久
視
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
〇
）
懷
感
没
年
と
言
う
こ
と
に
矛
盾
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
金
子
寛
哉
博
士
は
、
懷
感
の
没
年
に
関
し
て
、
別
の
解
釈
に
よ
っ
て
論
文
を
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
佛
教
論
叢
』
十
二
「
懷
感
の
伝
記
に
つ
い
て
」
（
一
〇
〇
）
に
よ
る
と
、
前
述
の
孟
銑
の
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
序
の
「嘆
歳
易
ク
レ
掩
、
長
年
先
ツ
逝
ク
」
の
文
を
引
用
し
て
「
懷
感
が
懷
惲
の
先
輩
で
あ
っ
て
し
か
も
懷
惲
よ
り
先
に
逝
去
し
た
。」
と
理
解
し
、
懷
惲
が
総
章
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
六
八
）
二
十
九
歳
で
善
導
の
弟
子
と
な
る
以
前
か
ら
懷
感
は
弟
子
で
あ
り
、
か
つ
懷
惲
よ
り
も
年
上
で
あ
っ
た
と
し
て
、
逆
算
に
よ
り
、
懷
感
の
出
生
年
代
を
Ａ
．
Ｄ
.
六
三
九
年
以
前
と
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、「嘆
歳
易
ク
レ
掩
」
の嘆
の
文
字
は
、
閡
の
文
字
を
間
違
え
て
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
閡
は
『
康
煕
字
典
』、『
説
文
解
字
』、『
諸
橋
大
漢
和
』
等
の
字
典
に
よ
る
と
亥
（
イ
ド
シ
）
と
同
じ
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
亥
歳
を
前
述
の
『
大
周
刊
定
衆
經
目
録
』
に
懷
感
の
名
が
出
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
天
册
萬
歳
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
九
五
）
か
ら
懷
惲
の
没
年
で
あ
る
大
足
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
一
）
の
間
に
求
め
て
、
中
宗
の
嗣
聖
十
六
年
、
則
天
武
后
の
聖
暦
二
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
九
九
）
が
懷
感
の
没
し
た
年
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
金
子
寛
哉
氏
の
説
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
香
港
大
学
教
授
廖
明
活
氏
の
『
懷
感
的
淨
土
思
想
』
に
お
い
て
有
論
者
以
「
外
」「
亥
」
音
近
、
認
爲
「嘆
」
即
「
閡
」、「
閡
歳
」
當
指
「
亥
歳
」、
從
而
推
論
出
懷
感
的
卒
年
爲
六
九
九
。
参
閲
成
田
寛
哉
〈
懷
感
の
傳
記
に
つ
い
て
-特
に
没
年
を
中
心
と
し
て
〉
（
一
〇
一
）
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
解
説
は
、「
外
」
と
「
亥
」
と
が
音
が
近
い
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
形
が
似
共
生
文
化
研
究
第
五
号
七
〇
て
い
る
か
ら
書
き
間
違
え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
音
が
近
い
か
ら
書
き
間
違
え
る
と
い
う
発
想
は
出
な
い
が
、
発
音
か
ら
音
の
近
い
も
の
は
書
き
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
中
国
人
な
ら
で
は
の
発
想
で
あ
り
、
中
国
に
お
い
て
は
実
際
そ
う
い
う
場
合
が
多
々
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
廖
明
活
氏
は
同
著
（
一
〇
二
）
の
中
で
、『
大
唐
貞
元
續
開
元
釋
教
録
』
（
一
〇
三
）
『
貞
元
新
定
釋
教
目
録
』
（
一
〇
四
）
の
中
に
懷
感
の
名
が
出
て
き
て
い
る
が
、
同
名
の
異
人
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
さ
て
、
金
子
寛
哉
博
士
の
説
と
私
の
説
と
を
比
較
し
て
み
た
い
。
ま
ず
最
初
に
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
説
は
「嘆
」
の
文
字
が
「
閡
」
の
書
き
間
違
い
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
書
き
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
な
ら
別
の
読
み
方
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
発
想
か
ら
出
発
し
て
み
た
。
す
る
と
、「嘆
」
の
字
は
門
構
え
の
真
ん
中
に
「
外
」
の
字
が
入
っ
て
い
る
。
門
の
隙
間
か
ら
外
の
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
会
意
文
字
で
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
「
間
」「
閒
」
の
古
字
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
一
〇
五
）
で
は
、「嘆
」
の
字
を
そ
の
ま
ま
「
閒
」
に
置
き
換
え
て
み
れ
ば
、「
閒
歳
」
と
言
う
熟
語
と
な
り
、「
一
年
を
お
い
て
」
と
言
う
意
味
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
懷
感
の
没
年
を
考
察
す
る
と
、前
述
の
よ
う
に
隆
闡
法
師
の
碑
文
に
お
い
て
、懷
惲
は「
大
足
元
年（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
一
）
十
月
二
十
二
日
を
以
て
神
遷
す
春
秋
六
十
有
二
な
り
。」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
大
足
元
年
に
六
十
二
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
年
前
に
懷
感
は
な
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
久
視
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
〇
）
が
懷
感
の
没
年
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
説
か
ら
考
え
る
と
、
い
ま
ま
で
の
金
子
寛
哉
博
士
の
読
み
方
で
は
聖
暦
二
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
六
九
九
）
が
懷
感
の
没
し
た
年
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
一
年
遅
い
久
視
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
〇
）
が
懷
感
の
没
年
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
に
つ
い
て
令
和
元
年
九
月
四
日
、
大
正
大
学
で
開
催
さ
れ
た
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
で
、
大
正
大
学
大
学
院
長
尾
光
恵
氏
が
「『
釈
浄
土
群
疑
論
序
』
再
考
」
の
発
表
に
於
い
て
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
た
の
で
そ
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
、
反
論
し
た
い
と
思
う
。
長
尾
氏
の
論
の
要
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。『
釋
淨
土
群
疑
論
』
序
の
中
で
、
懷
惲
が
孟
銑
に
序
を
依
頼
し
て
、
そ
の
依
頼
し
た
本
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
序
に
記
し
て
あ
る
の
は
矛
盾
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
懷
感
の
生
没
年
代
七
一
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
懷
感
と
懷
惲
は
一
年
を
お
い
て
続
い
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
懷
惲
の
亡
く
な
っ
た
年
は
、
隆
闡
法
師
の
碑
文
に
お
い
て
、「
大
足
元
年
（
Ａ
．
Ｄ
.
七
〇
一
）
十
月
二
十
二
日
を
以
て
神
遷
す
春
秋
六
十
有
二
な
り
。」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
大
足
元
年
の
十
月
二
十
二
日
で
あ
る
。
懷
感
が
前
年
の
年
末
に
亡
く
な
れ
ば
、
約
十
ヶ
月
、
年
始
に
亡
く
な
っ
た
と
し
て
も
一
年
十
ヶ
月
の
期
間
し
か
な
い
。
そ
の
間
に
、
懷
惲
は
、
懷
感
の
葬
儀
を
済
ま
せ
、
前
述
の
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
序
の
記
載
の
よ
う
に
、「
懷
惲
は
以
下
の
こ
と
を
思
っ
た
、
す
ば
ら
し
い
言
葉
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
書
物
・
す
で
に
亡
き
友
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
懷
感
の
）『
釋
疑
之
論
』（『
釋
淨
土
群
疑
論
』）
を
、
思
い
切
っ
て
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
を
故
人
の
た
め
に
完
成
さ
せ
よ
う
と
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
だ
未
完
成
の
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
を
懷
惲
が
完
成
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
期
間
を
経
て
、
そ
の
後
完
成
し
た
も
の
を
孟
銑
に
見
せ
て
、
こ
の
書
の
序
を
書
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
最
長
の
期
間
を
と
っ
て
も
、
一
年
十
ヶ
月
近
く
そ
の
仕
事
に
費
や
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
孟
銑
の
序
は
美
辞
麗
句
を
駆
使
し
て
書
か
れ
て
い
て
、
特
に
長
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
ず
か
な
時
間
で
で
き
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
孟
銑
が
序
を
書
い
て
い
る
間
に
懷
惲
が
亡
く
な
っ
た
と
し
て
も
矛
盾
は
無
い
。
懷
感
と
懷
惲
が
一
年
を
お
い
て
無
く
な
っ
た
こ
と
を
孟
銑
は
序
の
最
後
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
よ
ほ
ど
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
序
の
中
に
著
作
者
、
編
集
者
の
死
に
関
す
る
こ
と
を
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
書
く
こ
と
は
無
い
と
思
う
。
長
尾
氏
へ
の
反
論
と
し
て
、
孟
銑
が
序
を
執
筆
中
に
依
頼
者
の
懷
惲
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
、
序
の
中
に
こ
れ
ほ
ど
も
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
反
論
す
る
。 共生
文
化
研
究
第
五
号
七
二
註（
一
）『
大
正
蔵
経
』
五
一
巻
一
〇
六
頁
Ａ
【
和
訳
】
懷
感
禅
師
は
長
安
の
専
福
寺
に
住
ん
で
い
た
。
す
べ
て
の
経
典
に
博
学
で
あ
っ
た
が
、
念
佛
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
。
善
導
和
尚
に
問
う
て
言
っ
た
。「
念
佛
と
は
ど
の
よ
う
な
法
門
な
の
か
。」
と
、（
善
導
が
）
答
え
て
言
う
に
は
、「
君
は
専
ら
念
佛
を
称
え
よ
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
自
ず
か
ら
そ
の
証
し
が
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。」
と
、
又
（
懷
感
が
）
問
う
て
言
っ
た
。「
思
慮
を
超
え
た
（
阿
弥
陀
）
佛
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
や
い
な
や
。」
と
、
師
（
の
善
導
）
は
言
っ
た
。「
佛
の
言
葉
を
ど
う
し
て
疑
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
い
や
で
き
な
い
。」
と
、
と
う
と
う
三
七
日
（
二
十
一
日
間
）
道
場
に
籠
も
り
念
佛
を
称
え
た
が
、
ま
だ
そ
の
行
に
応
じ
た
証
し
が
現
れ
な
か
っ
た
。（
懷
感
は
）
自
ら
自
分
の
罪
深
き
こ
と
を
恨
ん
で
、
食
を
断
っ
て
命
を
終
わ
ろ
う
と
し
た
。
師
（
の
善
導
）
は
命
を
絶
つ
こ
と
を
許
さ
ず
三
年
専
ら
念
佛
行
を
志
し
た
。
つ
い
に
佛
の
金
色
に
輝
く
玉
の
毫
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
念
佛
三
昧
を
証
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
（
懷
感
は
）
自
ら
『
往
生
決
疑
論
』（『
釋
淨
土
群
疑
論
』）
七
巻
を
造
っ
た
。
臨
終
に
は
阿
弥
陀
佛
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
て
迎
え
ら
れ
、
合
掌
し
て
西
に
向
か
っ
て
往
生
し
た
。
（
二
）
ヒ
ョ
ウ
ジ
秉
持
↓
秉
《
音
読
み
》
ヘ
イ
／
ヒ
ョ
ウ
（
ヒ
ヤ
ウ
）
／
ヒ
ン
《
訓
読
み
》
と
る
《
意
味
》｛
動
｝
と
る
。
手
に
持
つ
。
し
っ
か
り
持
っ
て
守
る
。「
古
人
秉
燭
夜
遊
＝
古
人
燭
ヲ
秉
リ
テ
夜
遊
ブ
」〔
↓
李
白
〕｛
名
｝
手
に
に
ぎ
っ
た
権
力
。〈
同
義
語
〉
↓
柄
。「
権
秉
ケ
ン
ヘ
イ
」「
治
国
不
失
秉
＝
国
ヲ
治
ム
ル
ニ
秉
ヲ
失
ハ
ズ
」〔
↓
管
子
〕｛
単
位
｝
穀
物
の
量
を
は
か
る
単
位
。
一
秉
は
十
六
斛
コ
ク
。「
粟
ゾ
ク
五
秉
ヘ
イ
」〔
↓
論
語
〕
[漢
字
源
]
（
三
）
ガ
ン
捍
《
音
読
み
》
カ
ン
／
ガ
ン
《
訓
読
み
》
ふ
せ
ぐ
／
ゆ
ご
て
《
意
味
》｛
動
｝
ふ
せ
ぐ
。
盾
で
ふ
せ
ぐ
。
か
た
い
も
の
で
衝
撃
を
ふ
せ
ぐ
。「
捍
衛
ｶﾝｴｲ」｛
名
｝
ゆ
ご
て
。
弓
の
弦
の
は
ね
返
り
を
ふ
せ
ぐ
た
め
、
左
手
に
つ
け
る
防
具
。
[漢
字
源
]
（
四
）
シ
ョ
ウ
ク
精
苦
比
丘
が
戒
行
を
ま
も
り
修
養
に
努
め
る
こ
と
。（
広
）
844d
（
五
）
ニ
ュ
ウ
シ
ン
入
神
事
物
の
本
質
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
理
想
の
境
地
に
い
き
つ
く
こ
と
。
転
じ
て
、
技
芸
が
神
わ
ざ
と
思
え
る
ほ
ど
上
達
す
る
こ
と
。
ま
た
技
芸
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。
忘
我
の
境
地
。
[漢
字
源
]
（
六
）
ド
ウ
コ
ウ
同
好
ド
ウ
コ
ウ
・
コ
ノ
ミ
ヲ
オ
ナ
ジ
ユ
ウ
ス
好
み
を
同
じ
く
す
る
人
。
同
じ
趣
味
を
持
つ
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
[漢
字
源
]
（
七
）
ハ
ン
冸
溶
け
る
氷
が
溶
け
る
。
懷
感
の
生
没
年
代
七
三
（
八
）
ユ
ウ
ヨ
猶
豫
１
．
疑
い
。
た
め
ら
い
。
疑
う
。
い
ず
れ
と
も
決
定
し
な
い
で
、
ぐ
ず
ぐ
ず
す
る
こ
と
。
も
と
も
と
猶
も
予
も
、
疑
い
深
い
獣
の
こ
と
を
さ
す
と
さ
れ
る
。
２
．
イ
ン
ド
の
大
天
の
唱
え
た
異
議
の
五
か
条
（
五
事
）
の
一
つ
。
阿
羅
漢
で
も
な
お
疑
問
を
い
だ
く
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
３
．
因
明
で
は
、
疑
わ
し
く
て
明
白
で
な
い
こ
と
。
疑
わ
し
く
て
い
ず
れ
と
も
は
っ
き
り
決
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。（
広
）
1690a
（
九
）
ビ
ョ
ウ
ボ
ウ
渺
茫
広
く
は
て
し
な
い
さ
ま
。
遠
く
か
す
か
な
さ
ま
。『
渺
漫
ビ
ョ
ウ
マ
ン
・
渺
瀰
ビ
ョ
ウ
ビ
』「
一
別
、
音
容
両
渺
茫
＝
一
別
、
音
容
ハ
両
ツ
ナ
ガ
ラ
渺
茫
タ
リ
」〔
↓
白
居
易
〕
[漢
字
源
]
（
一
〇
）
ケ
イ
詣
《
音
読
み
》
ケ
イ
／
ゲ
／
ゲ
イ
《
訓
読
み
》
い
た
る
／
も
う
で
る
（
ま
う
づ
）《
意
味
》｛
動
｝
い
た
る
。
高
い
所
ま
で
い
き
つ
く
。
到
着
す
る
。｛
形
｝
学
問
な
ど
が
高
い
境
地
に
ま
で
い
っ
て
い
る
さ
ま
。「
造
詣
ｿ゙
ｳｹｲ」
[漢
字
源
]
（
一
一
）
ケ
ン
虔
《
音
読
み
》
ケ
ン
／
ゲ
ン
《
訓
読
み
》
か
た
い
（
か
た
し
）
／
つ
つ
し
む
／
し
い
る
（
し
ふ
）《
意
味
》｛
動
・
形
｝
か
た
い
（
ｶﾀｼ）。
ひ
き
し
ま
っ
て
い
る
。
ゆ
る
み
が
な
い
。
か
っ
ち
り
と
し
め
る
。「
奪
攘
矯
虔
ダ
ツ
ジ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ
ケ
ン
（
あ
る
も
の
を
う
ば
っ
て
、
が
っ
ち
り
守
る
）」
〔
↓
書
経
〕｛
動
・
形
・
名
｝
つ
つ
し
む
。
緊
張
し
て
つ
つ
し
み
深
く
す
る
。
か
た
く
る
し
い
。
く
そ
ま
じ
め
な
心
や
態
度
。「
敬
虔
ケ
イ
ケ
ン
」「
虔
卜
於
先
君
也
＝
ツ
ツ
シ
ン
デ
先
君
ニ
卜
ス
ル
ナ
リ
」〔
↓
左
伝
〕｛
動
・
名
｝
し
い
る
（
シ
フ
）。
む
り
じ
い
す
る
。
む
り
に
と
る
。
転
じ
て
、
強
盗
を
い
う
。
「
虔
劉
ケ
ン
リ
ュ
ウ
」
[漢
字
源
]
（
一
二
）
コ
ウ
搆
《
音
読
み
》
コ
ウ
／
ク
《
訓
読
み
》
か
ま
え
る
（
か
ま
ふ
）《
意
味
》｛
動
｝
か
ま
え
る
（
カ
マ
フ
）。
組
み
立
て
る
。
し
だ
い
に
つ
く
り
出
す
。
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
、
し
く
む
。〈
同
義
語
〉
↓
構
。「
搆
患
＝
患
ヒ
ヲ
搆
フ
」「
搆
兵
＝
兵
ヲ
搆
フ
」「
搆
怨
於
諸
侯
＝
怨
ミ
ヲ
諸
侯
ニ
搆
フ
」〔
↓
孟
子
〕｛
動
｝
次
々
と
波
及
し
て
抜
け
出
せ
な
い
。
か
か
ず
ら
う
。〈
類
義
語
〉
↓
拘
。
[漢
字
源
]
（
一
三
）
ケ
ン
愆
《
音
読
み
》
ケ
ン
《
訓
読
み
》
あ
や
ま
つ
／
た
が
う
（
た
が
ふ
）
／
あ
や
ま
ち
《
意
味
》｛
動
｝
あ
や
ま
つ
。
た
が
う
（
タ
ガ
フ
）。
物
事
の
本
道
か
ら
横
に
は
み
出
る
。〈
類
義
語
〉
↓
違
・
↓
差
。「
愆
期
＝
期
ニ
愆
フ
」〔
↓
詩
経
〕｛
名
｝
あ
や
ま
ち
。
物
事
の
や
り
そ
こ
な
い
。「
罪
愆
ザ
イ
ケ
ン
」「
侍
於
君
子
有
三
愆
＝
君
子
ニ
侍
ル
ニ
三
愆
有
リ
」〔
↓
論
語
〕
ケ
ン
ス
・
ケ
ン
ア
リ
｛
動
｝
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
病
気
に
か
か
る
。「
王
愆
于
厥
身
＝
王
ソ
ノ
身
ニ
愆
ア
リ
」〔
↓
左
伝
〕
[漢
字
源
]
（
一
四
）『
大
正
蔵
経
』
五
〇
巻
七
三
八
頁
Ｃ
（
一
五
）『
大
正
蔵
経
』
四
九
巻
二
七
六
頁
Ｃ
共
生
文
化
研
究
第
五
号
七
四
（
一
六
）『
大
正
蔵
経
』
五
一
巻
一
三
二
頁
Ｃ
（
一
七
）
望
月
信
亨
擬
講
校
訂
『
淨
土
宗
經
論
章
疏
録
』
上
巻
十
八
丁
右
（
一
八
）『
浄
土
宗
全
書
』
続
九
巻
一
九
一
頁
Ｂ
（
一
九
）『
佛
教
学
』
二
-七
「
金
石
文
に
見
え
た
る
善
導
と
道
綽
」
塚
本
善
隆
（
二
〇
）『
金
石
萃
編
』
八
六
巻
一
二
丁
左
〜
二
〇
丁
右
な
お
、
隆
闡
法
師
の
碑
文
を
解
読
す
る
の
に
つ
い
て
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
中
国
人
留
学
生
・
耿
心
竹
氏
に
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
（
二
一
）
牧
田
諦
亮
著
『
淨
土
佛
教
の
思
想
』
五
・
善
導
三
〇
〜
四
一
頁
下
線
部
は
牧
田
博
士
が
補
っ
て
読
ん
だ
部
分
で
あ
る
。
（
二
二
）【
奉
勅
】
ホ
ウ
チ
ョ
ク
天
子
の
命
令
を
受
け
る
。
[漢
字
源
]
（
二
三
）
詔
勅
の
こ
と
を
、「
綸
言
リ
ン
ゲ
ン
」
と
い
う
。
[漢
字
源
]
（
二
四
）
倐
降
す
み
や
か
に
[諸
橋
]く
だ
す
。
（
二
五
）【
辟
】
め
す
。
ま
ね
く
。
諸
橋
十
巻
一
〇
七
七
Ｃ
（
二
六
）【
丹
】《
常
用
音
訓
》
タ
ン
《
音
読
み
》
タ
ン
《
訓
読
み
》
に
／
あ
か
い
（
あ
か
し
）《
名
付
け
》
あ
か
・
あ
か
し
・
あ
き
ら
・
に
・
ま
こ
と
《
意
味
》
｛
名
｝
水
銀
と
硫
黄
イ
オ
ウ
の
化
合
物
。「
丹
砂
タ
ン
シ
ャ
」
と
い
い
、
あ
か
い
結
晶
を
し
て
、
地
中
か
ら
出
る
。
水
銀
の
原
料
、
顔
料
、
薬
の
材
料
と
な
る
。｛
名
｝
に
。
丹
砂
を
溶
い
た
朱
色
の
絵
の
具
。
ま
た
、
あ
か
い
口
紅
。「
丹
青
タ
ン
セ
イ
」｛
名
｝
丹
砂
を
配
合
し
て
強
精
剤
・
興
奮
剤
と
し
た
薬
。
の
ち
、
広
く
、
練
り
あ
げ
た
薬
を
い
う
。「
煉
丹
レ
ン
タ
ン
」「
丹
薬
」｛
形
｝
あ
か
い
（
ア
カ
シ
）。
朱
色
の
。「
丹
華
」｛
名
｝
真
心
。「
丹
心
」
[漢
字
源
]丹
檻
赤
い
敷
居
（
二
七
）【
青
蒲
】
セ
イ
ホ
青
い
が
ま
。
青
い
が
ま
で
編
ん
だ
、
天
子
の
用
い
る
敷
物
。
あ
お
む
し
ろ
。
[漢
字
源
]
（
二
八
）【
献
】【
獻
】
旧
字
《
常
用
音
訓
》
ケ
ン
／
コ
ン
《
音
読
み
》
ケ
ン
／
コ
ン
《
訓
読
み
》
た
て
ま
つ
る
《
名
付
け
》
す
す
む
・
た
け
・
た
だ
す
・
の
ぶ
《
意
味
》
ケ
ン
ズ
｛
動
｝
た
て
ま
つ
る
。
神
前
や
目
上
の
人
に
、
て
い
ね
い
に
物
を
さ
さ
げ
る
。
さ
し
あ
げ
る
。〈
類
義
語
〉
↓
薦
・
↓
上
。「
献
上
」「
献
策
＝
策
ヲ
献
ズ
」「
献
禽
以
祭
社
＝
禽
ヲ
献
ジ
テ
モ
ッ
テ
社
ヲ
祭
ル
」〔
↓
周
礼
〕
ケ
ン
ズ
｛
動
｝
客
に
酒
を
す
す
め
る
。〈
対
語
〉
↓
酢
（
客
が
主
人
に
返
杯
す
る
）。〈
類
義
語
〉
↓
酬
。「
献
酬
ケ
ン
シ
ュ
ウ
（
酒
杯
を
や
り
と
り
す
る
）」「
或
献
或
酢
＝
或
イ
ハ
献
ジ
或
イ
ハ
酢
ス
」〔
↓
詩
経
〕｛
動
・
形
｝
懷
感
の
生
没
年
代
七
五
前
に
進
み
出
る
。
先
頭
に
お
し
出
し
た
さ
ま
。「
献
春
」「
献
歳
」｛
名
｝
も
の
知
り
で
賢
い
人
。〈
類
義
語
〉
↓
賢
。「
文
献
（
文
書
と
記
憶
の
よ
い
も
の
知
り
。
転
じ
て
記
録
を
と
ど
め
た
文
書
）」「
文
献
不
足
故
也
＝
文
献
足
ラ
ザ
ル
ガ
ユ
ナ
リ
」〔
↓
論
語
〕
[漢
字
源
]
（
二
九
）
裒
ほ
う
あ
つ
め
る
お
お
い
（
三
〇
）
朱しゅ
⑯ふつ
赤
い
ま
つ
り
の
服
。
⑯
は
帯
、
印
鑑
の
意
あ
り
。
（
三
一
）【
鳳
池
】
ホ
ウ
チ
宮
中
内
に
あ
る
池
の
名
。『
鳳
凰
池
ホ
ウ
オ
ウ
チ
』
中
書
省
、
ま
た
、
宰
相
の
こ
と
。
▽
鳳
池
の
そ
ば
に
、
中
書
省
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
。
宮
中
の
こ
と
。
[漢
字
源
]
（
三
二
）【
緇
衣
】
シ
イ
く
ろ
い
着
物
。〔
↓
論
語
〕「
緇
衣
之
宜
兮
＝
緇
衣
ノ
宜
シ
キ
」〔
↓
詩
経
〕
僧
の
衣
。
転
じ
て
僧
。
[漢
字
源
]
（
三
三
）【
鸚
】《
音
読
み
》
オ
ウ
（
ア
ウ
）
／
ヨ
ウ
（
ヤ
ウ
）
／
イ
ン
《
意
味
》「
鸚
鵡
オ
ウ
ム
」
と
は
、
熱
帯
地
方
に
産
す
る
鳥
の
名
。
く
ち
ば
し
は
短
く
太
く
ま
が
っ
て
い
る
。
舌
は
厚
く
て
柔
ら
か
い
。
よ
く
人
の
こ
と
ば
を
ま
ね
る
。「
鸚
螺
オ
ウ
ラ
」
と
は
、
お
う
む
貝
。
[漢
字
源
]鸚
林
お
う
り
ん
鸚
鵡
の
居
る
林
極
楽
浄
土
の
意
味
。
極
楽
の
鳥
は
佛
法
を
述
べ
る
。
（
三
四
）
親
證
三
昧
親
し
く
三
昧
を
証
す
る
意
味
。
親
し
く
は
自
ら
の
意
。
（
三
五
）
ジ
ャ
リ
闍
梨
阿
闍
梨
（
s.ācārya
の
音
写
）
の
略
。
教
授
、
師
範
、
正
行
な
ど
と
意
訳
す
る
。
弟
子
を
正
し
く
教
え
導
く
高
僧
に
対
す
る
敬
称
。
導
師
、
貴
僧
と
言
う
ほ
ど
の
意
味
。
禅
門
で
は
修
行
経
歴
が
五
年
以
上
の
僧
を
い
う
。（
広
）
七
五
〇
ｂ
（
三
六
）
ジ
ュ
樹
樹
木
、
特
に
心
霊
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
大
樹
。（
広
）
七
五
四
ｂ
（
三
七
）【
疎
】【
踈
】【
疏
】
異
体
字
《
常
用
音
訓
》
ソ
／
う
と
…
い
／
う
と
…
む
《
音
読
み
》
ソ
／
シ
ョ
《
訓
読
み
》
ま
ば
ら
／
う
と
い
（
う
と
し
）
／
う
と
ん
ず
る
（
う
と
ん
ず
）
／
う
と
む
／
と
お
す
（
と
ほ
す
）
／
と
お
る
（
と
ほ
る
）
／
く
し
け
ず
る
（
く
し
け
づ
る
）
／
く
し
《
意
味
》｛
形
｝
ま
ば
ら
。
一
つ
ず
つ
離
れ
て
い
る
さ
ま
。〈
同
義
語
〉
↓
疏
。〈
対
語
〉
↓
密
。「
疎
散
」「
天
網
恢
恢
、
疎
而
不
失
＝
天
網
恢
恢
、
疎
ナ
レ
ド
モ
失
ハ
ズ
」〔
↓
老
子
〕
｛
形
・
名
｝
う
と
い
（
ウ
ト
シ
）。
す
き
ま
が
あ
い
て
い
て
離
れ
て
い
る
さ
ま
。
ま
た
、
親
密
で
な
い
さ
ま
。
近
づ
き
の
少
な
い
人
。
疎
遠
な
人
。〈
同
義
語
〉
↓
疏
。〈
対
語
〉
↓
親
（
し
た
し
い
）。「
疎
遠
」「
疎
客
」「
去
者
日
以
疎
＝
去
ル
者
ハ
日
ニ
モ
ッ
テ
疎
シ
」〔
↓
古
詩
十
九
首
〕｛
動
｝
う
と
ん
ず
る
（
ウ
ト
ン
ズ
）。
う
と
む
。
す
き
ま
を
お
く
。
精
神
的
に
離
れ
て
親
し
く
な
い
。〈
同
義
語
〉
↓
疏
。「
疎
外
」
ソ
ス
｛
動
｝
と
お
す
（
ト
ホ
ス
）。
と
お
る
（
ト
ホ
ル
）。
ふ
さ
が
っ
た
所
を
、
わ
け
離
し
て
と
お
す
。
水
を
わ
け
て
引
く
。〈
同
義
語
〉
↓
疏
。「
疎
水
」「
疎
泉
＝
泉
ヲ
疎
ス
」「
禹
疏
（
＝
疎
）
九
共
生
文
化
研
究
第
五
号
七
六
河
＝
禹
九
河
ヲ
疎
ス
」〔
↓
孟
子
〕
ソ
ス
｛
動
・
名
｝
く
し
け
ず
る
（
ク
シ
ケ
ヅ
ル
）。
く
し
。
も
つ
れ
た
髪
の
毛
を
別
々
に
わ
け
て
、
く
し
を
と
お
す
。
め
の
あ
ら
い
く
し
。
▽
梳
に
当
て
た
用
法
。「
疎
比
」｛
名
｝
裏
ま
で
ぬ
き
通
し
た
彫
刻
。
す
か
し
ぼ
り
。「
疎
櫺
ｿﾚｲ（
す
か
し
ぼ
り
を
し
た
格
子
窓
）」
｛
形
｝
あ
ら
い
さ
ま
。
お
ろ
そ
か
な
さ
ま
。
そ
ま
つ
な
さ
ま
。
▽
粗
に
当
て
た
用
法
。〈
同
義
語
〉
↓
疏
。〈
対
語
〉
↓
精
。「
疎
食
ｿｼ（
＝
粗
食
）」｛
名
｝
一
条
ず
つ
わ
け
て
意
見
を
の
べ
た
上
奏
文
。
▽
去
声
に
読
む
。〈
同
義
語
〉
↓
疏
。「
上
疎
（
意
見
書
を
た
て
ま
つ
る
）」｛
名
｝
む
ず
か
し
い
文
句
を
、
と
き
わ
け
て
、
意
味
を
と
お
し
た
解
説
。
▽
去
声
に
読
む
。〈
同
義
語
〉
↓
疏
。〈
類
義
語
〉
↓
注
。「
注
疎
」
[漢
字
源
]
大
き
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
意
か
。〔
諸
橋
大
漢
和
〕
七
-一
一
四
五
Ｃ
『
淨
土
佛
教
の
思
想
』
五
・
善
導
三
三
頁
参
照
（
三
八
）
ケ
花
（
華
）
一
．
は
な
。
二
．
虚
飾
の
意
。
三
．「
さ
か
ゆ
」
と
読
む
。
四
．
禅
宗
の
こ
と
。（
広
）
五
五
ｃ
-ｄ
（
三
九
）【
灼
】《
音
読
み
》
シ
ャ
ク
《
訓
読
み
》
や
く
《
意
味
》｛
動
｝
や
く
。
あ
か
あ
か
と
火
を
燃
や
す
。
あ
ぶ
っ
て
や
く
。〈
類
義
語
〉
↓
炙
ｼｬ。｛
動
｝
灸
ｷｭｳを
す
え
る
。｛
形
｝
真
っ
赤
。
明
る
い
さ
ま
。「
灼
熱
シ
ャ
ク
ネ
ツ
」「
灼
灼
シ
ャ
ク
シ
ャ
ク
」
と
は
、
あ
か
あ
か
と
花
の
色
が
光
り
輝
く
さ
ま
。
「
桃
之
夭
夭
、
灼
灼
其
華
＝
桃
ノ
夭
夭
タ
ル
、
灼
灼
タ
リ
ソ
ノ
華
」〔
↓
詩
経
〕
[漢
字
源
]
（
四
〇
）
祛
の
ぞ
く
〔
諸
橋
大
漢
和
〕
八
巻
四
三
九
頁
（
四
一
）
ト
ウ
藤
『
瑜
伽
師
地
論
』
第
十
八
に
「
貪
恚
乃
至
尋
思
の
別
に
諸
欲
を
縛
す
る
こ
と
は
猶
ほ
世
間
の
摩
魯
迦
條
の
林
樹
を
纏
繞
す
る
が
如
し
」
と
言
い
、
瑜
伽
論
記
第
五
下
に
之
を
釋
し
「
摩
魯
迦
條
と
は
藤
葛
の
類
な
り
。
此
れ
諸
欲
に
喩
う
。
舊
に
摩
婁
迦
子
と
云
ふ
。
六
種
の
別
欲
は
猶
ほ
林
樹
の
如
く
、
貪
能
く
纏
繞
す
る
が
故
に
藤
葛
に
喩
う
。」
と
云
ふ
。〔
望
月
〕
三
九
九
七
頁
四
ｂ
（
四
二
）【
井
】《
常
用
音
訓
》
シ
ョ
ウ
／
セ
イ
／
い
《
音
読
み
》
セ
イ
／
シ
ョ
ウ
（
シ
ャ
ウ
）《
訓
読
み
》
い
《
名
付
け
》
い
・
き
よ
《
意
味
》｛
名
｝
い
。
い
ど
。
[漢
字
源
]
（
四
三
）【
擁
】《
常
用
音
訓
》
ヨ
ウ
《
音
読
み
》
ヨ
ウ
／
ユ
《
訓
読
み
》
い
だ
く
《
意
味
》
ヨ
ウ
ス
｛
動
｝
い
だ
く
。
両
腕
で
、
胸
の
前
に
だ
き
か
か
え
る
。
ま
た
、
だ
い
た
よ
う
に
す
っ
ぽ
り
と
包
む
。
取
り
囲
む
。
お
お
う
。「
抱
擁
」「
擁
蔽
ヨ
ウ
ヘ
イ
」「
擁
盾
入
軍
門
＝
盾
ヲ
擁
シ
テ
軍
門
ニ
入
ル
」〔
↓
史
記
〕「
雪
擁
藍
関
馬
不
前
＝
雪
ハ
藍
関
ヲ
擁
シ
テ
、
馬
前
マ
ズ
」〔
↓
韓
愈
〕
ヨ
ウ
ス
｛
動
｝
だ
き
か
か
え
て
守
る
。「
擁
護
」
ヨ
ウ
ス
｛
動
｝
自
分
の
も
の
と
し
て
持
っ
て
い
る
。「
擁
天
下
之
枢
＝
天
下
ノ
枢
ヲ
擁
ス
」〔
↓
漢
書
〕
[漢
字
源
]
（
四
四
）【
叡
】《
音
読
み
》
エ
イ
／
エ
《
訓
読
み
》
さ
と
い
（
さ
と
し
）《
名
付
け
》
あ
き
ら
・
さ
と
・
さ
と
し
・
た
だ
・
と
お
る
・
と
し
・
ま
さ
・
よ
し
《
意
懷
感
の
生
没
年
代
七
七
味
》｛
形
｝
さ
と
い
（
サ
ト
シ
）。
奥
深
く
ま
で
目
の
き
く
さ
ま
。〈
同
義
語
〉
↓
睿
。〈
類
義
語
〉
↓
鋭
。「
叡
智
エ
イ
チ
」｛
形
｝
天
子
に
関
す
る
こ
と
を
尊
ん
で
い
う
と
き
の
こ
と
ば
。〈
同
義
語
〉
↓
睿
。「
叡
覧
エ
イ
ラ
ン
」「
叡
感
エ
イ
カ
ン
」
[漢
字
源
]
（
四
五
）【
無
崖
】
無
限
=ム
ゲ
ン
・
カ
ギ
リ
ナ
シ
限
り
が
な
い
こ
と
。〈
対
語
〉
有
限
。『
無
崖
ム
ガ
イ
・
無
涯
ム
ガ
イ
・
ハ
テ
ナ
シ
・
無
際
ム
サ
イ
』
[漢
字
源
]
（
四
六
）
テ
ッ
チ
セ
ン
鐵
囲
山
鉄
輪
囲
山
と
も
い
う
。
佛
教
の
世
界
説
で
は
、
須
彌
山
を
中
心
に
九
山
八
海
が
こ
れ
を
と
り
ま
く
が
、
そ
の
最
も
外
側
の
鉄
で
で
き
た
山
を
い
い
、
さ
ら
に
そ
の
外
界
中
に
あ
る
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
世
界
で
あ
る
閻
浮
提
洲
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
三
千
世
界
お
の
お
の
を
一
つ
の
鐵
囲
山
が
囲
む
と
い
う
説
も
あ
る
。
玄
奘
は
鉄
輪
囲
山
と
訳
す
。（
広
）
一
二
〇
七
ｂ
-Ｃ
（
四
七
）
ホ
ウ
コ
ク
寶
國
極
楽
浄
土
の
異
名
（
広
）
一
五
〇
四
ｂ
（
四
八
）『
盛
烈
セ
イ
レ
ツ
』【
盛
功
】
セ
イ
コ
ウ
り
っ
ぱ
な
功
績
。『
盛
烈
セ
イ
レ
ツ
』
[漢
字
源
]
（
四
九
）【
師
資
】
シ
シ
先
生
。
▽
「
資
」
は
、
た
す
け
る
こ
と
。
師
と
で
し
。〔
佛
〕
師
僧
と
で
し
。
[漢
字
源
]
（
五
〇
）【
雅
】《
常
用
音
訓
》
ガ
《
音
読
み
》
ガ
／
ゲ
／
エ
／
ア
《
訓
読
み
》
み
や
び
や
か
（
み
や
び
や
か
な
り
）
／
も
と
よ
り
／
か
ら
す
《
名
付
け
》
た
だ
・
た
だ
し
・
つ
ね
・
な
り
・
の
り
・
ひ
と
し
・
ま
さ
・
ま
さ
し
・
ま
さ
り
・
ま
さ
る
・
み
や
び
・
も
と
《
意
味
》｛
形
｝
み
や
び
や
か
（
ミ
ヤ
ビ
ヤ
カ
ナ
リ
）。
か
ど
が
と
れ
て
上
品
な
さ
ま
。
正
統
の
。
都
め
い
た
。〈
対
語
〉
↓
俗
・
↓
鄙
ヒ
（
ひ
な
び
た
）。「
風
雅
」「
雅
語
」｛
名
｝
都
め
い
た
上
品
な
音
楽
や
歌
。
「
雅
声
」｛
名
｝「
詩
経
」
の
中
の
、
都
び
と
の
歌
。
▽
正
雅
と
変
雅
、
ま
た
、
大
雅
と
小
雅
に
わ
け
る
。｛
形
｝
相
手
を
尊
敬
し
て
そ
の
人
の
言
行
や
詩
文
に
つ
け
る
こ
と
ば
。「
雅
嘱
ガ
シ
ョ
ク
（
あ
な
た
の
お
言
い
つ
け
）」｛
名
｝
上
品
で
由
緒
正
し
い
こ
と
ば
。
ま
た
、
古
典
語
を
解
説
し
た
こ
と
ば
集
の
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
爾
雅
」
の
こ
と
。「
広
雅
」｛
形
｝
平
素
か
ら
使
い
な
れ
て
い
る
さ
ま
。
ま
た
、
い
い
な
れ
て
い
る
さ
ま
。「
雅
素
（
平
素
）」「
子
所
雅
言
＝
子
ノ
雅
言
ス
ル
所
」〔
↓
論
語
〕｛
副
｝
も
と
よ
り
。
平
素
か
ら
。
も
と
も
と
。「
雅
不
欲
属
沛
公
＝
雅
ヨ
リ
沛
公
ニ
属
ス
ル
ヲ
欲
セ
ズ
」〔
↓
漢
書
〕｛
名
｝
か
ら
す
。
ア
ア
と
な
く
か
ら
す
。〈
同
義
語
〉
↓
鴉
ア
。﹇
漢
字
源
﹈
（
五
一
）【
締
】《
常
用
音
訓
》
テ
イ
／
し
…
ま
る
／
し
…
め
る
《
音
読
み
》
テ
イ
／
ダ
イ
《
訓
読
み
》
し
め
る
（
し
む
）
／
む
す
ぶ
／
し
ま
る
／
し
め
《
意
味
》
｛
動
｝
し
め
る
（
シ
ム
）。
む
す
ぶ
。
ひ
も
で
ま
と
め
て
し
め
く
く
る
。
ま
た
、
と
け
な
い
よ
う
に
約
束
を
む
す
ぶ
。〈
類
義
語
〉
↓
結
。「
締
結
」「
締
交
」
[漢
字
源
]
共
生
文
化
研
究
第
五
号
七
八
（
五
二
）【
妙
旨
】
ミ
ョ
ウ
シ
こ
と
ば
に
出
し
て
い
え
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
趣
。『
妙
趣
ミ
ョ
ウ
シ
ュ
』
[漢
字
源
]
（
五
三
）【
承
】《
常
用
音
訓
》
シ
ョ
ウ
／
う
け
た
ま
わ
…
る
《
音
読
み
》
シ
ョ
ウ
／
ジ
ョ
ウ
《
訓
読
み
》
う
け
る
（
う
く
）
／
う
け
た
ま
わ
る
（
う
け
た
ま
は
る
）《
名
付
け
》
う
け
・
こ
と
・
す
け
・
つ
ぎ
・
つ
ぐ
・
よ
し
《
意
味
》｛
動
｝
う
け
る
（
ウ
ク
）。
両
手
で
上
に
さ
さ
げ
て
う
け
る
。「
奉
承
（
お
し
い
た
だ
く
。
転
じ
て
相
手
の
意
を
迎
え
て
へ
つ
ら
う
）」「
寡
人
願
安
承
教
＝
寡
人
願
ハ
ク
ハ
安
ン
ジ
テ
教
ヘ
ヲ
承
ケ
ン
」〔
↓
孟
子
〕｛
動
｝
う
け
る
（
ウ
ク
）。
引
き
継
ぐ
。
う
け
継
ぐ
。「
継
承
」「
承
前
啓
後
＝
前
ヲ
承
ケ
後
ヲ
啓
ク
」「
承
先
人
後
＝
先
人
ノ
後
ヲ
承
ク
」〔
↓
韓
愈
〕｛
動
｝
う
け
る
（
ウ
ク
）。
う
け
た
ま
わ
る
（
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
）。
相
手
の
意
に
そ
っ
て
、
引
き
う
け
る
。「
承
諾
」「
承
歓
＝
歓
ヲ
承
ク
」
[漢
字
源
]
【
趣
】
め
ざ
す
と
こ
ろ
。
ま
た
、
そ
の
方
向
を
め
ざ
す
わ
け
。
ね
ら
い
。「
趣
旨
」「
指
趣
」「
意
趣
」
[漢
字
源
]
（
五
四
）
シ
ン
ジ
ョ
ウ
眞
乘
一
.
真
実
の
教
え
。
二
.
佛
乘
。
佛
の
正
法
。
三
.
実
大
乗
を
い
う
。（
広
）
九
五
八
ｂ
（
五
五
）
ハ
ク
ユ
ウ
薄
祐
天
の
た
す
け
が
薄
い
。
不
幸
。〔
諸
橋
〕
九
巻
九
三
七
頁
Ａ
（
五
六
）【
惟
】《
音
読
み
》
イ
／
ユ
イ
《
訓
読
み
》
お
も
う
（
お
も
ふ
）
／
こ
れ
／
た
だ
《
名
付
け
》
あ
り
・
こ
れ
・
た
だ
・
た
も
つ
・
の
ぶ
・
よ
し
《
意
味
》
｛
動
｝
お
も
う
（
オ
モ
フ
）。
心
を
も
っ
ぱ
ら
あ
る
点
に
注
ぐ
。
よ
く
考
え
て
み
る
。「
思
惟
シ
イ
・
シ
ユ
イ
」「
伏
惟
＝
伏
シ
テ
惟
フ
ニ
」｛
指
｝
こ
れ
。
こ
れ
と
さ
し
示
す
こ
と
ば
。
▽
語
調
を
転
じ
て
、
強
調
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
。〈
同
義
語
〉
↓
維
。〈
類
義
語
〉
↓
是
・
↓
此
。「
其
命
惟
新
＝
ソ
ノ
命
、
コ
レ
新
タ
ナ
リ
」〔
↓
孟
子
〕｛
副
｝
た
だ
。
た
だ
そ
れ
だ
け
。
▽
漢
文
で
は
「
た
だ
…
の
み
」「
た
だ
…
の
ま
ま
な
ら
ん
」
の
よ
う
に
訓
読
す
る
。〈
同
義
語
〉
↓
唯
。「
惟
士
為
能
＝
タ
ダ
士
ノ
ミ
ヨ
ク
ス
ト
ナ
ス
」〔
↓
孟
子
〕「
惟
意
所
適
＝
タ
ダ
意
ノ
適
ス
ル
所
ノ
マ
マ
ナ
ラ
ン
」〔
↓
司
馬
光
〕
[漢
字
源
]
（
五
七
）【
遺
】《
常
用
音
訓
》
イ
／
ユ
イ
《
音
読
み
》
イ
／
ユ
イ
《
訓
読
み
》
わ
す
れ
る
（
わ
す
る
）
／
の
こ
す
／
の
こ
る
／
す
て
る
（
す
つ
）
／
お
く
る
《
名
付
け
》
お
く
《
意
味
》｛
動
・
名
｝
わ
す
れ
る
（
ワ
ス
ル
）。
置
き
わ
す
れ
る
。
と
り
の
こ
し
て
い
っ
て
し
ま
う
。
わ
す
れ
物
。「
遺
失
」「
遺
忘
」｛
動
・
名
｝
の
こ
す
。
の
こ
る
。
す
て
る
（
ス
ツ
）。
あ
と
に
の
こ
す
。
ま
た
、
あ
と
に
の
こ
る
。
置
き
去
り
に
す
る
。
と
り
の
こ
し
た
物
。
と
り
こ
ぼ
し
。
「
遺
言
」「
遺
産
」「
拾
遺
（
と
り
の
こ
し
た
も
の
を
あ
つ
め
る
）」「
遺
公
子
糾
不
能
死
、
怯
也
＝
公
子
糾
ヲ
遺
テ
テ
死
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ザ
リ
シ
ハ
、
怯
ナ
リ
」〔
↓
史
記
〕
イ
ス
小
便
を
も
ら
す
。「
小
遺
殿
上
＝
殿
上
ニ
小
遺
ス
」〔
↓
漢
書
〕｛
動
｝
お
く
る
。
人
に
と
ど
け
て
や
る
。
▽
饋
に
当
て
た
用
法
。
懷
感
の
生
没
年
代
七
九
去
声
に
読
む
。〈
類
義
語
〉
↓
贈
。「
遺
贈
」「
因
遺
戎
韜
一
巻
書
＝
因
ツ
テ
戎
韜
一
巻
ノ
書
ヲ
遺
ル
」〔
↓
李
賀
〕｛
動
｝
お
く
る
。
与
え
て
く
れ
る
。
プ
ラ
ス
し
て
く
れ
る
。
▽
去
声
に
読
む
。「
遺
遺
イ
イ
」
と
は
、
長
く
あ
と
を
ひ
く
さ
ま
。
ま
た
、
斜
め
に
ず
れ
て
続
く
さ
ま
。
[漢
字
源
]
（
五
八
）【
烈
】《
常
用
音
訓
》
レ
ツ
《
音
読
み
》
レ
ツ
／
レ
チ
《
訓
読
み
》
は
げ
し
い
（
は
げ
し
）《
名
付
け
》
あ
き
ら
・
い
さ
お
・
た
け
・
た
け
し
・
つ
よ
・
つ
ら
・
や
す
・
よ
し
《
意
味
》｛
形
｝
は
げ
し
い
（
ハ
ゲ
シ
）。
火
が
勢
い
よ
く
燃
え
さ
か
る
さ
ま
。
ま
た
、
燃
え
さ
か
る
火
の
よ
う
に
は
げ
し
い
さ
ま
。
〈
類
義
語
〉
↓
猛
。「
烈
火
」「
風
烈
（
風
が
ひ
ど
い
、
ひ
ど
い
風
）」「
於
今
為
烈
＝
今
ニ
オ
イ
テ
烈
シ
ト
ナ
ス
」〔
↓
孟
子
〕｛
形
｝
行
い
や
精
神
が
強
く
き
び
し
い
さ
ま
。「
忠
烈
」「
烈
士
」｛
名
｝
目
を
見
は
る
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
業
績
。
め
ざ
ま
し
い
て
が
ら
。「
功
烈
」「
文
謨
武
烈
ブ
ン
ボ
ブ
レ
ツ
（
周
の
文
王
の
周
到
な
政
略
や
、
武
王
の
め
ざ
ま
し
い
武
功
）」
[漢
字
源
]
（
五
九
）【
丘
】《
常
用
音
訓
》
キ
ュ
ウ
／
お
か
《
音
読
み
》
キ
ュ
ウ
（
キ
ウ
）
／
ク
《
訓
読
み
》
お
か
（
を
か
）《
名
付
け
》
お
・
お
か
・
た
か
・
た
か
し
《
意
味
》｛
名
｝
お
か
（
ヲ
カ
）。
小
高
い
所
。「
丘
陵
」｛
名
｝
小
高
く
土
盛
り
を
し
た
墓
。
塚
ﾂｶ。「
墳
丘
」｛
形
｝
お
か
の
よ
う
に
大
き
い
。「
丘
嫂
キ
ュ
ウ
ソ
ウ
（
あ
に
よ
め
に
対
す
る
敬
称
）」｛
名
｝
周
代
の
土
地
区
画
で
、
八
家
を
「
井
」、
四
井
を
「
邑
ユ
ウ
」、
四
邑
を
「
丘
」
と
い
う
。
百
二
十
八
家
。
「
丘
民
」｛
名
｝
孔
子
の
名
、
孔
丘
コ
ウ
キ
ュ
ウ
の
略
称
。
[漢
字
源
]
（
六
〇
）【
式
】《
常
用
音
訓
》
シ
キ
《
音
読
み
》
シ
キ
／
シ
ョ
ク
《
訓
読
み
》
の
り
／
も
ち
い
る
（
も
ち
ゐ
る
・
も
ち
ふ
）
／
も
っ
て
《
名
付
け
》
つ
ね
・
の
り
・
も
ち
《
意
味
》｛
名
｝
の
り
。
決
ま
り
。
ま
た
、
一
定
の
や
り
方
。〈
類
義
語
〉
↓
則
。「
法
式
」「
抱
一
為
天
下
式
＝
一
ヲ
抱
イ
テ
天
下
ノ
式
ト
ナ
ル
」〔
↓
老
子
〕｛
名
｝
決
ま
っ
た
型
。「
様
式
」｛
名
｝
型
通
り
行
う
作
法
や
行
事
。「
閲
兵
式
」｛
名
｝
計
算
の
し
か
た
を
示
す
型
。「
算
式
」｛
名
｝
乗
っ
た
人
が
寄
り
か
か
る
た
め
の
車
の
手
す
り
。〈
同
義
語
〉↓
軾
シ
ョ
ク
。
シ
ョ
ク
ス｛
動
｝車
の
手
す
り
に
寄
り
か
か
る
。
ま
た
手
す
り
に
寄
り
か
か
っ
て
頭
を
下
げ
あ
い
さ
つ
す
る
。〈
同
義
語
〉
↓
軾
シ
ョ
ク
。「
夫
子
式
而
聴
之
＝
夫
子
式
シ
テ
コ
レ
ヲ
聴
ク
」〔
↓
礼
記
〕｛
動
｝
も
ち
い
る
（
モ
チ
ヰ
ル
・
モ
チ
フ
）。
何
か
で
も
っ
て
仕
事
を
す
る
。〈
類
義
語
〉
↓
以
。「
式
穀
似
之
＝
穀
キ
ヲ
式
ヰ
テ
コ
レ
ニ
似
セ
シ
メ
ン
」〔
↓
詩
経
〕｛
助
｝
も
っ
て
。
語
調
を
と
と
の
え
る
助
辞
。「
詩
経
」
で
用
い
、
特
に
訓
読
し
な
い
こ
と
が
多
い
。「
式
微
＝
式
テ
微
フ
」「
式
歌
且
舞
＝
式
テ
歌
ヒ
且
ツ
舞
フ
」〔
↓
詩
経
〕
[漢
字
源
]
（
六
一
）【
塋
】《
音
読
み
》
エ
イ
／
ヨ
ウ
（
ヤ
ウ
）《
訓
読
み
》
は
か
《
意
味
》｛
名
｝
は
か
。
周
囲
を
ぐ
る
り
と
区
切
っ
た
墓
地
。「
塋
封
ｴｲﾎｳ（
墓
の
土
盛
り
）」
[漢
字
源
]
共
生
文
化
研
究
第
五
号
八
〇
（
六
二
）【
鳳
城
】
ホ
ウ
ジ
ョ
ウ
宮
城
。
天
子
の
い
る
都
。
▽
も
と
、
長
安
（
丹
鳳
城
）
を
さ
し
て
い
っ
た
こ
と
ば
[漢
字
源
]
（
六
三
）【
遂
】《
常
用
音
訓
》
ス
イ
／
と
…
げ
る
《
音
読
み
》
ス
イ
／
ズ
イ
《
訓
読
み
》
と
げ
る
（
と
ぐ
）
／
つ
い
に
（
つ
ひ
に
）《
名
付
け
》
か
つ
・
つ
く
・
つ
ぐ
・
と
げ
る
・
な
り
・
な
る
・
み
ち
・
も
ろ
・
や
す
・
ゆ
き
・
よ
り
《
意
味
》｛
動
｝
と
げ
る
（
ト
グ
）。
道
す
じ
を
た
ど
っ
て
奥
ま
で
た
ど
り
つ
く
。
い
け
る
所
ま
で
い
く
。
ま
た
、
物
事
を
や
り
と
げ
る
。「
完
遂
」「
遂
事
（
や
り
と
げ
た
こ
と
）」「
遂
我
所
願
＝
我
ガ
願
フ
所
ヲ
遂
グ
」〔
↓
宋
書
〕｛
動
｝
と
げ
る
（
ト
グ
）。
一
定
の
方
向
に
そ
っ
て
す
ら
す
ら
と
進
む
。
ま
た
、
す
く
す
く
と
そ
だ
つ
。「
遂
意
（
思
う
方
向
に
進
む
）」「
遂
字
（
の
び
の
び
と
育
ち
ふ
え
る
）」「
気
衰
則
生
物
不
遂
＝
気
衰
フ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
生
物
遂
ゲ
ズ
」〔
↓
礼
記
〕｛
副
｝
つ
い
に
（
ツ
ヒ
ニ
）。
た
ど
り
つ
い
た
さ
い
ご
に
。
と
う
と
う
。〈
類
義
語
〉
↓
終
・
↓
竟
。「
遂
収
其
田
里
＝
遂
ニ
ソ
ノ
田
里
ヲ
収
ム
」〔
↓
孟
子
〕｛
名
｝
遠
い
道
を
た
ど
っ
て
い
き
つ
く
地
。
周
の
行
政
区
画
で
は
、
都
か
ら
百
里
以
上
離
れ
た
地
。「
遂
方
」
[漢
字
源
]
（
六
四
）【
鎮
】《
常
用
音
訓
》
チ
ン
／
し
ず
…
ま
る
／
し
ず
…
め
る
《
音
読
み
》
チ
ン
《
訓
読
み
》
し
ず
ま
る
／
し
ず
め
る
（
し
づ
む
）
／
し
ず
め
（
し
づ
め
）
／
つ
ね
に
《
名
付
け
》
お
さ
む
・
し
げ
・
し
ず
・
し
ず
む
・
し
ず
め
・
し
ん
・
た
ね
・
つ
ね
・
な
か
・
ま
さ
・
ま
も
る
・
や
す
・
や
す
し
《
意
味
》｛
動
｝
し
ず
め
る
（
シ
ヅ
ム
）。
重
み
を
か
け
て
、
ず
っ
し
り
と
お
さ
え
る
。「
鎮
圧
」「
鎮
撫
其
民
人
＝
ソ
ノ
民
人
ヲ
鎮
撫
ス
」〔
↓
左
伝
〕｛
名
｝
し
ず
め
（
シ
ヅ
メ
）。
上
か
ら
重
み
を
か
け
る
も
の
。
お
も
し
。
お
さ
え
。「
文
鎮
（
紙
を
お
さ
え
る
重
し
）」「
重
鎮
」｛
名
｝
地
方
の
お
さ
え
と
な
る
軍
隊
。
ま
た
そ
の
軍
隊
の
長
官
。
清
ｼﾝ代
に
は
軍
団
を
鎮
と
い
う
。
▽
平
声
に
読
む
。「
鎮
台
」「
藩
鎮
ハ
ン
チ
ン
（
地
方
を
し
ず
め
る
軍
政
の
長
官
）」｛
名
｝
地
方
の
中
心
と
な
る
大
き
な
町
。
旧
制
で
は
人
口
五
万
人
以
上
の
町
。
▽
「
〜
鎮
」
と
い
う
地
名
と
な
る
。｛
副
｝
つ
ね
に
。
ず
っ
し
り
と
腰
を
す
え
て
。
い
つ
ま
で
も
。
と
こ
し
え
に
。「
春
光
鎮
在
人
空
老
＝
春
光
ハ
鎮
ニ
在
ル
ニ
、
人
ハ
空
シ
ク
老
ユ
」｛
動
｝
い
っ
ぱ
い
に
つ
め
る
。
▽
填
テ
ン
（
い
っ
ぱ
い
つ
め
る
）
に
当
て
た
用
法
。
テ
ン
と
読
む
。「
充
鎮
ジ
ュ
ウ
テ
ン
（
＝
充
填
）」｛
形
｝〔
俗
〕
…
じ
ゅ
う
。
わ
く
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
さ
ま
。「
鎮
日
チ
エ
ン
リ
ー
（
一
日
じ
ゅ
う
）」
[漢
字
源
]
（
六
五
）【
徴
】《
常
用
音
訓
》
チ
ョ
ウ
《
音
読
み
》
チ
ョ
ウ
／
チ
《
訓
読
み
》
め
す
／
も
と
め
る
（
も
と
む
）
／
き
ざ
す
／
き
ざ
し
《
名
付
け
》
あ
き
・
あ
き
ら
・
お
と
・
き
よ
し
・
す
み
・
な
り
・
み
る
・
も
と
・
よ
し
《
意
味
》
チ
ョ
ウ
ス
｛
動
｝
め
す
。
隠
れ
て
い
る
人
材
を
め
し
出
す
。「
徴
召
」「
徴
為
常
侍
＝
徴
シ
テ
常
侍
ト
為
ス
」〔
↓
枕
中
記
〕
チ
ョ
ウ
ス
｛
動
｝
も
と
め
る
（
モ
ト
ム
）。
人
民
な
ど
か
ら
取
り
た
て
る
。
ま
た
、
要
求
す
る
。〈
類
義
語
〉
↓
征
。「
徴
兵
」「
徴
歌
＝
歌
ヲ
徴
ス
」「
吾
以
羽
檄
徴
天
下
兵
＝
吾
羽
檄
ヲ
モ
ッ
テ
天
下
ノ
兵
ヲ
徴
ス
」〔
↓
漢
書
〕
チ
ョ
ウ
ス
｛
動
｝
物
事
の
表
面
に
懷
感
の
生
没
年
代
八
一
出
た
と
こ
ろ
を
見
て
と
る
。
手
が
か
り
を
得
る
。〈
類
義
語
〉
↓
証
。「
宋
不
足
徴
也
＝
宋
ハ
徴
ス
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」〔
↓
論
語
〕｛
動
｝
き
ざ
す
。
物
事
の
け
は
い
が
表
面
に
少
し
浮
か
び
出
る
。〈
類
義
語
〉
↓
現
・
↓
発
。「
微
於
色
発
於
声
＝
色
ニ
微
シ
、
声
ニ
発
ル
」〔
↓
孟
子
〕｛
名
｝
き
ざ
し
。
物
事
の
起
こ
る
の
を
予
想
さ
せ
る
し
る
し
。「
徴
候
（
＝
兆
候
）」「
納
徴
（
結
婚
の
結
納
を
す
る
）」｛
名
｝
五
音
の
一
つ
。
▽
宮
・
商
・
角
・
徴
チ
・
羽
を
五
音
と
い
う
。
[漢
字
源
]
（
六
六
）
ソ
ウ
ト
僧
徒
修
行
僧
た
ち
。
衆
僧
。
僧
衆
に
お
な
じ
。（
広
）
一
〇
七
五
ｄ
（
六
七
）【
綱
紀
】
ｺｳｷ大
き
い
綱
と
小
さ
い
綱
。
転
じ
て
、
国
家
を
お
さ
め
る
大
き
い
法
律
と
細
か
い
法
則
。〈
類
義
語
〉
紀
綱
。
国
を
お
さ
め
る
。「
勉
勉
我
王
、
綱
紀
四
方
＝
勉
勉
タ
ル
我
ガ
王
、
四
方
ニ
綱
紀
ス
」〔
↓
詩
経
〕
官
名
。
州
の
事
務
を
と
り
ま
と
め
る
主
簿
ｼｭボの
別
名
。
[漢
字
源
]
（
六
八
）
シ
ャ
ク
ゾ
ク
釋
族
佛
門
に
帰
依
し
た
者
。
（
六
九
）
キ
ボ
規
模
一
．
も
の
の
手
本
。【
解
釈
例
】
規
は
ぶ
ん
ま
は
し
と
読
む
字
な
り
。
丸
も
角
も
ぶ
ん
ま
は
し
で
出
来
る
な
り
。
仍
て
「
ノ
リ
」
と
云
ふ
。
物
の
間
違
は
ぬ
を
の
り
と
云
ふ
な
り
。
模
の
字
も
「
ノ
リ
」
と
読
む
。
鋳
型
と
読
む
。
物
の
手
本
に
な
る
。
浄
土
真
宗
の
物
の
手
本
と
云
ふ
は
教
行
信
証
の
四
法
な
り
。
二
．
や
り
方
。
三
．
名
誉
。（
広
）
二
六
九
Ｃ
（
七
〇
）
シ
モ
ン
緇
門
緇
衣
を
着
る
僧
侶
の
一
門
の
意
。
佛
門
の
こ
と
。（
広
）
七
二
四
a
（
七
一
）「
済
済
セ
イ
セ
イ
・
サ
イ
サ
イ
」
と
は
、
数
多
く
そ
ろ
っ
て
い
て
り
っ
ぱ
な
さ
ま
。「
済
済
多
士
＝
済
済
タ
ル
多
士
」〔
↓
詩
経
〕
[漢
字
源
]
（
七
二
）
キ
ュ
ウ
チ
ョ
ウ
九
重
い
く
つ
に
も
重
な
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
の
え
。
天
子
の
御
殿
の
こ
と
。
こ
こ
の
え
。
▽
い
く
つ
も
重
な
っ
て
門
が
あ
る
こ
と
か
ら
。「
九
重
城
闕
煙
塵
生
＝
九
重
ノ
城
闕
煙
塵
生
ズ
」〔
↓
白
居
易
〕
天
。
[漢
字
源
]
（
七
三
）
バ
ン
ジ
ョ
ウ
萬
乘
一
．
一
万
の
兵
車
。
二
．
兵
車
一
万
を
出
し
得
る
広
さ
の
土
地
。
三
．
萬
乘
の
土
地
を
有
す
る
君
主
。
天
子
。
四
．
年
号
〔
諸
橋
大
漢
和
〕
九
巻
七
四
七
ｂ
（
七
四
）
シ
シ
ョ
ウ
四
生
迷
い
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
。
（
七
五
）ロ
ク
シ
ュ
六
趣
六
道
に
同
じ
。
六
つ
の
帰
趨
。
趣
は
お
も
む
き
住
む
所
。
衆
生
が
業
に
よ
っ
て
輪
廻
す
る
六
種
の
世
界
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
。
生
き
物
が
輪
廻
す
る
世
界
の
六
区
分
。
五
衆
の
説
も
あ
る
が
、
特
に
犢
子
部
は
六
種
の
説
を
主
張
し
た
。（
広
）
一
七
六
五
ｂ
（
七
六
）
虬
ミ
ズ
チ
龍
の
子
で
両
角
の
あ
る
も
の
。
角
の
な
い
龍
。
龍
。〔
諸
橋
大
漢
和
〕
十
巻
一
ｂ
共
生
文
化
研
究
第
五
号
八
二
（
七
七
）【
棟
】《
常
用
音
訓
》
ト
ウ
／
む
な
／
む
ね
《
音
読
み
》
ト
ウ
／
ツ
／
ツ
ウ
《
訓
読
み
》
む
な
／
む
な
ぎ
／
む
ね
／
か
し
ら
《
名
付
け
》
す
け
・
た
か
・
た
か
し
・
み
ね
・
む
な
ぎ
・
む
ね
《
意
味
》｛
名
｝
む
な
ぎ
。
屋
根
の
上
を
横
に
つ
ら
ぬ
い
て
と
お
る
長
い
木
。｛
名
｝
む
ね
。
家
の
最
も
高
い
所
。
屋
根
の
面
と
面
が
交
わ
る
所
。｛
名
｝
か
し
ら
。
主
要
な
人
物
。
お
さ
。
▽
ま
ん
中
を
通
る
し
ん
棒
の
意
か
ら
。「
棟
梁
ト
ウ
リ
ョ
ウ
」｛
名
｝
星
の
名
。
大
角
。
[漢
字
源
]
（
七
八
）【
凌
】《
音
読
み
》
リ
ョ
ウ
《
訓
読
み
》
し
の
ぐ
／
こ
え
る
（
こ
ゆ
）《
名
付
け
》
し
の
ぐ
《
意
味
》｛
動
・
形
｝
し
の
ぐ
。
力
を
こ
め
て
む
り
に
相
手
の
上
に
出
る
。
力
ず
く
で
お
か
す
。
激
し
い
力
の
こ
も
っ
た
さ
ま
。〈
同
義
語
〉↓
陵
。「
凌
駕
リ
ョ
ウ
ガ
」「
凌
辱
リ
ョ
ウ
ジ
ョ
ク
」｛
動
｝こ
え
る（
コ
ユ
）。
む
り
を
し
て
高
山
や
危
険
を
こ
え
る
。〈
同
義
語
〉
↓
陵
。「
今
陛
下
好
凌
岨
険
、
射
猛
獣
＝
今
陛
下
好
ン
デ
岨
険
ヲ
凌
エ
、
猛
獣
ヲ
射
ル
」〔
↓
司
馬
相
如
〕｛
名
｝
氷
を
透
か
し
て
見
え
る
氷
の
中
の
筋
目
。
転
じ
て
、
美
し
い
氷
。「
冰
凌
ヒ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
」「
凌
陰
リ
ョ
ウ
イ
ン
」
と
は
、
天
然
氷
を
し
ま
っ
て
お
く
へ
や
。〔
↓
詩
経
〕
[漢
字
源
]
（
七
九
）【
梁
】《
音
読
み
》
リ
ョ
ウ
（
リ
ャ
ウ
）
／
ロ
ウ
（
ラ
ウ
）《
訓
読
み
》
は
し
／
は
り
／
う
つ
ば
り
／
や
な
《
意
味
》｛
名
｝
は
し
。
左
右
の
両
岸
に
支
柱
を
た
て
、そ
の
上
に
か
け
た
木
の
は
し「
橋
梁
キ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
」｛
名
｝は
り
。
う
つ
ば
り
。
二
本
の
支
柱
で
屋
根
を
さ
さ
え
る
材
。「
棟
梁
ト
ウ
リ
ョ
ウ
」｛
名
｝
や
な
。
川
の
瀬
の
両
岸
か
ら
く
い
を
う
ち
、
水
を
中
央
の
一
か
所
に
集
め
て
、
す
の
こ
を
し
い
て
魚
を
と
る
装
置
。「
毋
逝
我
梁
＝
我
ガ
梁
ニ
逝
ク
ナ
カ
レ
」〔
↓
詩
経
〕｛
名
｝
物
の
中
央
の
突
起
し
て
い
る
部
分
。
▽
橋
や
、
は
り
の
よ
う
に
高
く
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
。「
鼻
梁
ビ
リ
ョ
ウ
」｛
名
｝
王
朝
名
。（
イ
）
南
北
朝
時
代
、
南
朝
の
一
つ
。
蕭
衍
シ
ョ
ウ
エ
ン
が
斉
セ
イ
を
滅
ぼ
し
て
た
て
た
。
四
代
五
十
六
年
で
陳
チ
ン
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
五
〇
二
〜
五
五
七
（
ロ
）
五
代
の
一
つ
。
朱
全
忠
が
唐
を
滅
ぼ
し
て
た
て
た
。
二
代
十
七
年
で
後
唐
コ
ウ
ト
ウ
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。「
後
梁
コ
ウ
リ
ョ
ウ
」
と
も
。
九
〇
七
〜
九
二
三
｛
名
｝
国
名
。
戦
国
時
代
、
魏
ギ
の
別
名
。
戦
国
の
七
雄
の
一
つ
。
前
四
〇
三
〜
前
二
二
五
▽
恵
王
の
と
き
都
を
大
梁
ダ
イ
リ
ョ
ウ
（
今
の
開
封
市
）
に
移
し
て
か
ら
の
称
。
[漢
字
源
]
（
八
〇
）【
架
】《
常
用
音
訓
》
カ
／
か
…
か
る
／
か
…
け
る
《
音
読
み
》
カ
／
ケ
《
訓
読
み
》
か
か
る
／
た
な
／
か
け
る
（
か
く
）《
名
付
け
》
み
つ
《
意
味
》
｛
名
｝
た
な
。
支
え
の
上
に
か
け
わ
た
し
た
た
な
。
ま
た
、
支
柱
の
上
に
か
け
て
わ
た
す
横
棒
や
橋
げ
た
。〈
類
義
語
〉
↓
棚
ﾎｳ（
た
な
）。「
書
架
（
本
だ
な
）」「
衣
架
（
こ
ろ
も
か
け
）」
カ
ス
｛
動
｝
か
け
る
（
カ
ク
）。
上
に
の
せ
か
け
る
。
か
け
わ
た
す
。
上
に
の
せ
か
け
て
組
み
た
て
る
。「
屋
上
架
屋
＝
屋
上
屋
ヲ
架
ス
」「
架
空
（
土
台
な
し
で
上
に
の
せ
る
↓
う
そ
）」「
架
詞
＝
詞
ヲ
架
ス
」｛
名
｝
の
せ
ぎ
。
か
せ
。
▽
枷
ｶに
当
て
た
用
法
。｛
単
位
｝
懷
感
の
生
没
年
代
八
三
二
つ
の
支
柱
に
乗
せ
た
横
木
の
長
さ
、
ま
た
、
高
く
か
け
渡
し
た
道
具
、
支
柱
を
使
っ
て
組
み
た
て
た
機
械
な
ど
を
か
ぞ
え
る
単
位
。〈
類
義
語
〉
↓
台
。「
五
架
」
[漢
字
源
]
（
八
一
）【
楹
】《
音
読
み
》
エ
イ
／
ヨ
ウ
（
ヤ
ウ
）《
訓
読
み
》
は
し
ら
《
意
味
》｛
名
｝
は
し
ら
。
天
井
と
床
の
間
に
は
っ
た
太
い
は
し
ら
。｛
単
位
｝
家
屋
を
数
え
る
の
に
用
い
る
こ
と
ば
。
家
屋
一
列
を
「
一
楹
イ
チ
エ
イ
」
と
い
う
。
[漢
字
源
]
（
八
二
）
赩
キ
ョ
ク
．
コ
キ
カ
ク
キ
ャ
ク
一
．
あ
か
赤
い
色
。
濃
い
赤
。
二
．
赤
い
さ
ま
。
三
．
美
山
の
赤
い
さ
ま
。
四
．
あ
を
ぐ
ろ
い
色
。
五
．
お
そ
れ
る
。
六
．
怒
る
さ
ま
。
七
．
叶
に
通
ず
。〔
諸
橋
大
漢
和
〕
一
〇
-八
二
五
ｂ
（
八
三
）
璅
サ
ウ
ソ
ウ
サ
一
．
玉
に
似
た
石
。
二
．
玉
の
鳴
る
音
。
三
．
宮
門
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
飾
り
。
転
じ
て
、
君
を
称
す
る
に
は
直
接
に
は
斥
言
す
る
を
避
け
て
霊
璅
と
い
ふ
。
四
．
物
の
さ
ま
。
少
な
い
さ
ま
。
猥
屑
の
さ
ま
。
経
を
誦
え
る
声
。
（
八
四
）璫
タ
ウ
一
．
み
み
だ
ま
。
み
み
わ
。
耳
飾
り
。
二
．
冠
の
飾
。
金
玉
を
用
い
て
作
り
、冠
の
前
に
当
て
る
飾
り
。
三
．
た
ま
。
美
し
い
珠
。
四
．
た
る
き
の
端
の
玉
飾
り
。
五
．
佩
玉
（
帯
や
胸
に
つ
け
る
飾
り
の
玉
[漢
字
源
]）
の
音
の
さ
ま
。
六
．
琅
璫
（
ろ
う
と
う
）
は
鈴
の
音
。
七
．
琅
璫
は
く
さ
り
。
八
．
耳
璫
は
草
の
名
。
な
も
み
。
九
．
當
に
通
ず
。
一
〇
．
鐺
に
通
ず
。〔
諸
橋
大
漢
和
〕
七
-九
七
三
ａ
-ｂ
（
八
五
）【
奇
】《
常
用
音
訓
》
キ
《
音
読
み
》
キ
／
ギ
／
キ
《
訓
読
み
》
く
し
／
め
ず
ら
し
い
（
め
づ
ら
し
）
／
あ
や
し
い
（
あ
や
し
）《
名
付
け
》
あ
や
・
く
し
・
く
す
・
す
く
・
よ
り
《
意
味
》
ｷﾅﾘ｛
形
｝
く
し
。
め
ず
ら
し
い
（
メ
ヅ
ラ
シ
）。
普
通
の
よ
う
す
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
さ
ま
。
風
変
わ
り
な
さ
ま
。〈
対
語
〉
↓
常
・
↓
凡
。「
奇
抜
」「
奇
景
」「
山
色
空
濛
雨
亦
奇
＝
山
色
空
濛
ト
シ
テ
雨
マ
タ
奇
ナ
リ
」〔
↓
蘇
軾
〕｛
形
・
名
｝
あ
や
し
い
（
ア
ヤ
シ
）。
不
思
議
な
さ
ま
。
常
識
か
ら
か
け
は
な
れ
た
も
の
。「
奇
怪
」
キ
ト
ス
｛
動
｝
め
ず
ら
し
い
と
認
め
る
。
非
凡
だ
と
思
う
。「
大
奇
之
＝
大
イ
ニ
コ
レ
ヲ
奇
ト
ス
」｛
名
｝
め
ず
ら
し
い
考
え
。
意
想
外
の
計
画
。「
奇
計
」「
武
臣
用
奇
＝
武
臣
奇
ヲ
用
フ
」〔
↓
李
華
〕｛
名
｝
二
で
割
り
切
れ
な
い
整
数
。
〈
対
語
〉
↓
偶
。「
奇
数
」｛
名
・
形
｝
二
で
割
り
切
れ
な
い
数
。
は
ん
ぱ
な
数
。
ま
た
、
は
ん
ぱ
で
あ
る
。〈
同
義
語
〉
↓
畸
。「
百
十
有
奇
（
百
十
あ
ま
り
）」「
数
奇
」
と
は
、
運
命
が
ち
ぐ
は
ぐ
で
不
運
で
あ
る
こ
と
。
[漢
字
源
]
（
八
六
）【
巧
妙
】
コ
ウ
ミ
ョ
ウ
じ
ょ
う
ず
で
み
ご
と
な
こ
と
。
非
常
に
じ
ょ
う
ず
な
こ
と
。
[漢
字
源
]
（
八
七
）【
織
成
】
シ
ョ
ク
セ
イ
織
っ
て
織
物
を
つ
く
り
出
す
。
転
じ
て
、
物
を
つ
く
り
出
す
こ
と
。
模
様
織
り
の
織
物
。
[漢
字
源
]
（
八
八
）
神
遷
シ
ン
セ
ン
死
を
い
ふ
。
か
む
さ
る
。〔
諸
橋
大
漢
和
〕
四
五
四
ｄ
共
生
文
化
研
究
第
五
号
八
四
（
八
九
）【
春
秋
】
シ
ュ
ン
ジ
ュ
ウ
春
と
秋
。
年
月
。〈
類
義
語
〉
夏
臘
カ
ロ
ウ
。
転
じ
て
、
年
齢
。〔
↓
楚
辞
〕
[漢
字
源
]
（
九
〇
）
寶
永
版
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
序
三
帖
（
九
一
）
ジ
ッ
シ
ョ
ウ
ギ
ョ
ウ
十
勝
行
涅
槃
の
彼
岸
に
至
る
た
め
に
修
す
る
十
の
す
ぐ
れ
た
行
。
菩
薩
が
十
地
に
お
い
て
修
す
る
十
波
羅
蜜
を
い
う
。
十
度
と
も
い
う
。（
広
）
六
九
九
ｄ
ジ
ッ
パ
ラ
ミ
ツ
十
波
羅
蜜
一
．
六
波
羅
蜜
に
、
方
便
・
願
・
力
・
智
の
四
波
羅
蜜
を
加
え
た
も
の
を
い
う
。
菩
薩
の
実
践
す
べ
き
徳
目
で
あ
る
。
『
華
嚴
經
』
十
地
品
や
『
成
唯
識
論
』
に
説
く
。（
一
）
方
便
波
羅
蜜
。
種
々
の
間
接
的
な
手
段
に
よ
っ
て
、
智
慧
を
導
き
出
す
こ
と
。（
二
）
願
波
羅
蜜
。
常
に
誓
願
を
た
も
ち
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
。（
三
）
力
波
羅
蜜
。
善
行
を
実
践
す
る
力
と
、
真
偽
を
判
別
す
る
力
を
養
う
こ
と
。（
四
）
智
波
羅
蜜
。
あ
り
の
ま
ま
に
一
切
の
真
実
を
見
と
お
す
智
慧
を
養
う
こ
と
を
い
う
。
二
．
唯
識
説
で
は
、
こ
の
十
波
羅
蜜
を
菩
薩
の
十
地
に
お
い
て
順
次
に
修
行
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
を
十
勝
行
と
名
づ
け
る
。
三
．
密
教
で
は
こ
の
十
波
羅
蜜
を
十
菩
薩
と
し
、
こ
れ
を
胎
蔵
界
曼
荼
羅
虚
空
蔵
院
に
安
置
す
る
。
四
．
密
教
に
お
い
て
、
印
相
を
示
す
と
き
に
用
い
る
両
手
十
指
の
異
名
。（
広
）
七
〇
四
ｃ
-ｄ
（
九
二
）
カ
イ
ゴ
契
悟
契
は
心
性
に
か
な
う
、
悟
は
さ
と
る
、
の
意
。
道
を
さ
と
る
こ
と
。
真
理
に
か
な
い
さ
と
る
こ
と
。
契
心
証
会
。
大
悟
。
自
己
の
胸
中
の
分
別
妄
想
を
脱
却
し
て
真
理
を
さ
と
る
こ
と
。（
広
）
一
八
〇
Ｄ
（
九
三
）
シ
チ
ジ
ョ
ウ
七
淨
＝
七
淨
華
＝
七
華
＝
七
覚
支
又
七
種
淨
な
り
。『
維
摩
詰
所
説
經
』「
八
解
之
浴
池
。
定
水
湛
然
滿
。
布
以
七
淨
華
。
浴
此
無
垢
人
」『
羅
什
註
』「
一
に
戒
淨
、
心
口
所
作
清
淨
。
二
に
心
淨
、
斷
煩
惱
心
清
淨
。
三
に
見
淨
、
見
法
眞
性
不
起
妄
想
。
四
に
度
疑
淨
、
眞
見
深
斷
疑
。
五
に
分
別
道
淨
、
分
別
是
道
非
道
。
六
に
行
斷
知
見
淨
、
知
見
所
行
善
法
與
所
斷
惡
法
而
清
淨
分
明
。
七
涅
槃
淨
、
證
得
涅
槃
遠
離
諸
垢
。」『
織
田
佛
教
大
辞
典
』
七
二
九
ｂ
-Ｃ
シ
チ
カ
ク
シ
七
覚
支
さ
と
り
を
得
る
た
め
に
役
立
つ
七
つ
の
事
が
ら
の
意
。
心
の
状
態
に
応
じ
て
存
在
を
観
察
す
る
上
で
の
注
意
・
方
法
を
七
種
に
ま
と
め
た
も
の
。
七
つ
の
さ
と
り
に
役
立
つ
も
の
。
さ
と
り
へ
導
く
七
つ
の
項
目
。
さ
と
り
の
智
慧
を
助
け
る
七
種
の
修
行
。（
一
）択
法
覚
支
。
教
え
の
中
か
ら
真
実
な
る
も
の
を
選
び
と
り
、
偽
り
の
も
の
を
捨
て
る
。（
二
）
精
進
覚
支
。
一
心
に
努
力
す
る
。（
三
）
喜
覚
支
。
真
実
の
教
え
を
実
行
す
る
喜
び
に
住
す
る
。（
四
）
輕
安
覚
支
。
心
身
を
か
ろ
や
か
に
快
適
に
す
る
。（
五
）
捨
覚
支
。
対
象
へ
の
と
ら
わ
れ
を
捨
て
る
。（
六
）
定
覚
支
。
心
を
集
中
し
て
乱
さ
な
い
。（
七
）
念
覚
支
。
お
も
い
つ
づ
け
る
こ
と
。『
倶
舎
論
』『
維
摩
經
』『
辨
中
邊
論
』（
広
）
六
八
五
Ａ
懷
感
の
生
没
年
代
八
五
（
九
四
）
エ
ン
ジ
ュ
ウ
縁
習
因
縁
の
法
を
学
ぶ
事
。
意
訳
。
（
九
五
）嘆
＝
閒
＝
間
の
古
字
〔
諸
橋
大
漢
和
〕
十
一
-七
三
八
Ａ
カ
ン
サ
イ嘆
＝
間
歳
中
一
年
を
隔
て
る
。
一
年
お
き
。
隔
年
。〔
諸
橋
大
漢
和
〕
十
一
-七
三
〇
ｂ
あ
い
だ
に
一
年
お
い
て
、
次
の
年
ご
と
に
。
一
年
お
き
。
隔
年
に
。
[漢
字
源
]
（
九
六
）
オ
オ
ウ
掩
《
音
読
み
》
エ
ン
（
エ
ム
）《
訓
読
み
》
お
お
う
（
お
ほ
ふ
）
／
か
く
す
《
意
味
》｛
動
｝
お
お
う
（
オ
ホ
フ
）。
上
か
ら
お
お
い
隠
す
。
お
さ
え
る
。「
掩
耳
＝
耳
ヲ
掩
フ
」「
掩
泣
エ
ン
キ
ュ
ウ
（
し
の
び
泣
く
）」「
君
王
掩
面
救
不
得
＝
君
王
、
面
ヲ
掩
ヒ
テ
救
ヒ
エ
ズ
」〔
↓
白
居
易
〕｛
動
｝
お
お
う
（
オ
ホ
フ
）。
ふ
さ
ぎ
閉
じ
る
。「
掩
門
＝
門
ヲ
掩
フ
」｛
動
｝
か
く
す
。
目
だ
た
な
い
よ
う
に
か
く
す
。「
掩
蔽
エ
ン
ペ
イ
」「
掩
襲
エ
ン
シ
ュ
ウ
（
姿
を
か
く
し
て
奇
襲
す
る
）」
[漢
字
源
]
（
九
七
）
ト
ゼ
ン
徒
然
何
も
す
る
こ
と
が
な
く
て
、
た
い
く
つ
な
さ
ま
。
何
も
し
な
い
で
、
じ
っ
と
し
て
い
る
さ
ま
。
あ
て
も
な
く
、
い
た
ず
ら
に
。
ツ
レ
ヅ
レ
〔
国
〕
何
も
す
る
こ
と
が
な
く
て
、
た
い
く
つ
な
さ
ま
。
[漢
字
源
]
シ
チ
シ
ュ
七
衆
佛
教
徒
の
集
団
を
構
成
す
る
七
種
類
の
人
び
と
。
比
丘
（
bhik
u
修
行
僧
）・
比
丘
尼
（
bhik
u
ī尼
、
女
性
の
修
行
者
）・
優
婆
塞
（
upāsaka
信
士
、
在
俗
信
者
）・
優
婆
夷
（
upāsikā
信
女
、
女
性
の
在
俗
信
者
）
の
四
者
を
四
衆
と
い
う
が
、
前
二
者
は
具
足
戒
を
受
け
た
出
家
の
専
門
修
行
者
で
あ
り
、後
二
者
は
在
家
の
佛
教
徒
で
あ
っ
て
、五
戒
を
守
る
者
。
ま
た
、出
家
の
う
ち
男
の
未
成
年
者
を
沙
弥（
rām
a
era
小
僧
）、
女
の
そ
れ
を
沙
弥
尼
（
rām
a
erī）
と
い
い
、
特
に
女
性
の
場
合
は
、
沙
弥
尼
と
比
丘
尼
の
中
間
に
式
叉
摩
那
（
ik
am
ā
ā）
を
設
け
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
合
わ
せ
て
七
衆
と
い
う
。
佛
教
者
の
つ
ど
い
。【
解
釈
例
】
比
丘
・
比
丘
尼
・
式
叉
摩
那
・
沙
弥
・
沙
弥
尼
を
五
衆
と
い
う
。
こ
れ
に
優
婆
塞
・
優
婆
夷
を
加
え
て
七
衆
と
い
う
な
り
。（
広
）
六
八
六
ｂ
（
九
八
）
シ
ョ
ウ
ゴ
ン
昌
言
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
り
っ
ぱ
な
こ
と
ば
。
公
明
正
大
な
こ
と
ば
。
美
言
。「
禹
拝
昌
言
＝
禹
昌
言
ヲ
拝
ス
」〔
↓
書
経
〕
書
名
。
[漢
字
源
]
（
九
九
）『
大
正
蔵
経
』
五
五
巻
四
七
五
頁
ａ
-ｂ
（
一
〇
〇
）『
佛
教
論
叢
』
一
二
巻
一
六
三
頁
-一
六
六
頁
「
懷
感
の
伝
記
に
つ
い
て
」
成
田
寛
哉
（
一
〇
一
）
香
港
大
学
教
授
廖
明
活
著
『
懷
感
的
淨
土
思
想
』
六
頁
（
一
〇
二
）
香
港
大
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